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序     文 

 

 

 日本国政府はガーナ国政府からの技術協力要請に基づき、2004 年 3 月から 5ヵ年にわたる技術

協力プロジェクト「移行帯参加型森林資源管理計画プロジェクト」を開始しました。 

 今般、独立行政法人国際協力機構はプロジェクトの終了時評価を行うことを目的として、2008

年 8 月 25 日から 9月 10 日まで JICA ガーナ事務所所長山内邦裕を団長として、ガーナ側と合同で

プロジェクトの終了時評価を行いました。 

 調査団は、ガーナ政府関係者とプロジェクトの進捗の確認と今後の方向性に関する協議及びプ

ロジェクトサイトでの現地調査を実施しました。 

 本報告書は、同調査団の調査･評価結果を取りまとめたものであり、今後のプロジェクトの展開、

更には類似のプロジェクトにも活用されることを願うものです。 

 最後に、本調査にご協力とご支援を賜りました両国関係者の皆様に心から感謝の意を表します

とともに、引き続き一層のご支援をお願いする次第です。 

 

 

2009 年 2 月 

 

 

 

 

 

独立行政法人国際協力機構

ガ ー ナ 事 務 所 長

所 長    山 内  邦 裕 
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終了時評価調査結果要約表 

１. 案件の概要 

国名：ガーナ 案件名：移行帯参加型森林資源管理計画（PAFORM） 

分野：自然環境保全－持続的自然資源利用 援助形態： 技術協力プロジェクト 

所轄部署：ガーナ事務所 協力金額（評価時点）：4.6 億円 

先方関係機関：土地林業鉱業省、林業委員会森林サービス

局 

日本側協力機関： 

 

協力期間 

(R/D): 2004 年 3 月 30 日～2009

年 3 月 30 日 

他の関連協力： 

１-１ 協力の背景と概要 

ガーナ国全体の森林減少は 1990 年から 2000 年までの間、各年平均総森林面積の 1.7％(120,000ha)

にも及んでいる。プロジェクト対象地域の位置するブロン・アハフォ州は南部の湿潤気候に由来する

高木帯と北部の乾性気候に由来するサバンナ帯との移行帯に位置している。移行帯地域の森林資源は

土壌劣化の食い止めや木材生産等の貴重な外貨収入源、水源涵養の観点から貴重であるが、過剰な伐

採や野火等により近年その劣化が著しく、森林の回復、保全は喫緊の課題となっている。 

  森林保全は第二期ガーナ貧困削減戦略文書（GPRSII/2006 年～2009 年）において、重点開発課題｢環

境資源の保全と運用｣に位置付けられている。森林セクター関連の政策としては、森林及び野生生物

資源の保護と持続可能な開発を目指す「森林･野生動物政策」が 1994 年に策定され、1999 年には、10

カ年計画として自然資源管理計画（NRMP）が策定されている。更に、2001 年には国家的な植林事業で

ある国家植林開発計画（NFPDP）が策定されている。これら一連の政策は共通して森林管理への住民

の参加を重視しているが、現時点では概念はあるものの、現場での実践的な運用手法を見出せない状

況にある。 

この様な状況下、我が国は開発調査｢移行帯地域森林保全管理計画｣(1997 年－1999 年)を実施し、

ブロン・アハフォ州スンヤニ郡内の森林保全区の森林保全区管理計画案を作成した。また 2001 年 4

月から 2003 年 4 月まで個別専門家を派遣した。これらの成果を基に、ガーナ国は住民参加による持

続可能な森林管理を実施するための新たなプロジェクトを我が国に要請した。これを受け、我が国政

府は｢ガーナ森林保全基礎調査｣(2003 年 3 月)及び事前評価調査(2003 年 10 月)を実施し、要請内容の

確認、協力枠組みの策定を行なった。本プロジェクトは同事前評価調査結果を踏まえ、2004 年 1 月に

ガーナ国政府の土地森林省(Ministry of Lands and Forestry:MLF)及び森林サービス局(Forestry 

Services Division:FSD)と交換された R/D に基づき、2004 年 3 月から「ブロン・アハフォ州の 5パイ

ロット森林保全区及びその周辺地域における参加型森林資源管理の実施」を目標に掲げて実施してい

る。 

  2005 年 12 月には、中間評価を実施し、その結果を踏まえて、2006 年 3 月には PDM の改訂を実施し

た。PDM の下では、対応する課題の設定を従前の「荒廃する森林資源状況」から「実践的な参加型ア

プローチの不在」に移し、プロジェクト目標を「スンヤニ森林郡で移行帯地域の森林保全区を持続的

に管理するための参加型アプローチが構築され、パイロット活動を通じて改善される」と改定した。

これにより、2009 年 3 月のプロジェクト終了時までに、住民参加のもと、現場レベルで実践可能で持

続可能な森林保全区管理計画を策定するとともに、パイロット活動を通して同管理計画の改善を行な

うことを目指している。 

 前回の中間評価調査後、年度毎に人選するリスクを避け、事業運営の一貫性と効率性をより一層高

めるため、2006 年 5 月、運営方式を直営型から業務実施型に変更した。業務実施型に変更後、1年半

を経過した 2007 年 10 月に運営指導調査を実施し、その結果を踏まえて 2008 年 1 月に PDM を再度改

訂した。 

2009 年 3 月にプロジェクトが終了するに当たり、プロジェクトの達成状況の確認・評価、及び今後の

課題や終了後の方向性を確認することを目的に終了時評価を行った。 

１-２ 協力内容 

  パイロット対象地域であるテイン１及びヌゼメレ森林保護区において、森林保全区管理計画を策定

することを通して、森林サービス局及び住民が協働で森林保全区を持続的に管理するために必要な能

力向上を図る。 

（１）上位目標 

プロジェクトで改善された参加型アプローチがスンヤニ森林郡で運用される。 
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（２）プロジェクト目標 

  スンヤニ森林郡で、移行帯地域の森林保全区を持続的に管理するための参加型アプローチが構築さ

れ、パイロット活動を通じて改善される。 

（３）成果 

１） 森林サービス局（FSD）職員が参加型の森林保全区管理計画の作成及び実施に必要な技術と知

識を身につける。 

２） 戦略計画（Strategic Plan:SP）案の作成を踏まえ、手続きマニュアル(Manual of Procedure:MoP)

の改善案が提示される。 

３） FSD と選定された森林保全区周辺コミュニティとの間で、参加型の森林管理に必要な関係が形

成される。 

４） 森林保全区管理計画が住民参加の下で策定される。 

５） 策定された森林保全区管理計画の下、森林保全区管理活動が住民参加の下で実施される。 

６） プロジェクトで得られた参加型森林保全区管理のための教訓、提言が政府に提案される。 

  

（４）投入（評価時点） 

日本側：総投入額 4.6 億円 

（直営）                           

長期専門家派遣   3 名              機材供与      0.38 億円 

短期専門家派遣   4 名              ローカルコスト負担 0.75 億円 

研修員受入      5 名 

（民活） 

日本人専門家派遣  6 名        その他              無し 

相手国側： 

カウンターパート配置  22 名         機材購入      無し 

土地・施設提供 ブロン･アハフォ州 FSD 事務所、FSD 本局(アクラ)  

ローカルコスト負担 0.12 億円      その他       無し 

２. 評価調査団の概要 

山内 邦裕  団長 JICA ガーナ事務所 所長 

左近充 直人 評価管理 JICA 地球環境部 森林・自然環境グループ 森林・自然環

境保全第二課  

Mr. Konlan Samson 評価計画 JICA ガーナ事務所 プログラムオフィサー 

田中 幸成 評価計画 2 JICA ガーナ事務所 所員 

 調査者 

Mr. Orstin 評価分析 ローカルコンサルタント 

調査期間  2008 年 8 月 25 日〜2008 年 9 月 10 日 評価種類：終了時評価 

３.評価結果の概要 

３-１ 実績の確認 

プロジェクト目標：スンヤニ森林郡で、移行帯地域の森林保全区を持続的に管理するための参加型アプ

ローチが構築され、パイロット活動を通じて改善される。 

指標 1 2 箇所の森林保全区管理計画が策定される。 

指標 2 グリーンベルト活動および生計向上活動に参加している人の少なくとも 80％が活動内容に

満足している。 

プロジェクト目標の指標である森林保全区管理計画の策定は、2 つの森林保全区のうち、ヌゼメレ保

全区の管理計画の策定が遅れているが、既にドラフトの作成は終了しており、2008 年内に認可のための

ワークショップを開催予定である。管理計画の一部であるグリーンベルト・生計向上活動のコンセプト

については、高い満足度の下、積極的な参加を得ている。 

 

アウトプット１：森林サービス局職員が参加型の森林保全区管理計画の作成及び実施に必要な技術と知

識を身につける。 

指標 1 少なくとも 80 名の FSD スタッフが訓練される。 
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指標 2 森林保全区管理計画策定に携わる FSD 管理職の少なくとも 6 名がプロジェクトの計画とコ

ンセプトを理解している。 

指標 3 参加者の 80％以上が向上したスキルと知識を活用する。 

 アウトプットの指標である研修を受けた FSD スタッフの延べ人数、森林保全区管理計画策定に携わる

FSD 管理部門スタッフの理解度、習得された技術の適用度については、既に目標値を達成しているか、

プロジェクト期間内に目標値を達成する見込みである。 

 

アウトプット２：戦略計画（Strategic Plan（SP））案の作成を踏まえ、MoP(Manual of Procedure)の

改善案が提示される。  

指標 1 2 箇所のパイロット森林資源にかかる戦略計画がドラフトされる。 

指標 2 プロジェクトに関与するFSDスタッフの少なくとも80％以上が改善されたMoPを使用する。

 

アウトプットの指標である策定された戦略計画の数については、既に戦略計画が含まれる 1つの森林

保全区管理計画を策定済みであり、今後その経験を踏まえ２つ目の管理計画をプロジェクト期間に策定

予定である。MoP に対する提言の内容を理解している FSD スタッフの人数は、既に目標値を達成してい

る。 

 

アウトプット３：FSD と選定された森林保全区周辺コミュニティとの間で、参加型の森林管理に必要な

関係が形成される。 

指標 1 地域住民参加のもとで少なくとも 25 回の会合が開催される。 

指標 2 6 人のコミュニティファシリテーター（Community Facilitator:C/F）が選定され、配置さ

れる。 

指標 3 グリーンベルトおよび生計向上活動の参加者の 80％以上は森林資源管理強化のためには協

働関係が重要であると認識している。 

 アウトプットの指標である FSD と地域住民の会合の回数、採用された CF の人数、FSD とコミュニティ

の関係が強化されたと認識している参加者の数について、既に目標値を達成しているか、プロジェクト

期間中に達成見込みである。 

 

アウトプット４：森林保全区管理計画が住民参加の下で策定される。 

指標 1 12 の実行計画及び 2つの森林保全区管理計画が策定される。 

指標 2 12 のコミュニティにおいて、FSD とコミュニティの間でグリーンベルト活動にかかる MoU

が署名される。 

指標 3 プロジェクトに参加している FSD スタッフとコミュニティ住民の少なくとも 80％が森林保

全区管理計画の存在を認識している。 

 アウトプットの指標である戦略計画の数、FSD とコミュニティの間で取り交わされた MoUs（Minutes of 

Understanding）の数、コミュニティからの参加者の管理計画の認識度について、手続きとしてヌゼメ

レ保全区の管理計画の策定、MoUs の土地林鉱業省大臣による署名が残っているが、プロジェクト期間内

に達成見込みである。 

 

アウトプット５：策定された森林保全区管理計画の下、森林保全区管理活動が住民参加の下で実施され

る。 

指標 1 12 のコミュニティにおいて、実行計画が計画どおり実施される。 

指標 2 コミュニティ住民の少なくとも 50％がグリーンベルト活動と生計向上活動のコンセプトを

理解している。 

アウトプットの指標である運営計画の実施状況、グリーンベルト、生計向上活動についてのコミュニ

ティの理解度について、ヌゼメレ保全区の管理計画の策定の遅れから活動に若干の遅れが生じている

が、コミュニティの高い理解の下に、テイン１での経験を活かして実施可能な活動から開始しており、

プロジェクト終了までにアウトプットを達成する見込みである。 

 

アウトプット６：プロジェクトで得られた参加型森林保全区管理のための教訓、提言が政府に提案され

る。 
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指標 1 他ドナー、政府機関、民間企業およびコミュニティを対象として、提言の共有のために少

なくとも 3回のワークショップを開催する。 

指標 2 ワークショップ参加者の少なくとも 80％はプロジェクトの教訓について理解している 

アウトプットの指標であるワークショップの回数、ワークショップ参加者の理解度については、まだ

ワークショップは開催されておらず、目標値を達成していないが、教訓・提言は着実に取りまとめられ

ている。 

 

３-２ 評価結果の要約 

(1)妥当性： 高い 

本案件は、持続可能な森林資源管理の実施を目指すということからガーナ貧困削減戦略（GPRS）Ⅱに、

当該国における農村地域の持続的な開発を行うということから日本の国別援助計画と整合性があり、妥

当性は高いと考えられる。 

本プロジェクトは当初、ブロン・アハフォ州の 5つの森林保全区を対象としていたが、違法伐採、野

火などの問題が発生している森林保全区の中から、政府とコミュニティ住民の双方参加による協議のた

めの基盤を有している森林保全区を選定し、周辺の地域住民の参加による森林保全区管理を実施してお

り、対象地域のニーズと合致している。 

   

(2)有効性： やや高い 

上述のように、プロジェクトの目標、アウトプットは現時点で完全には達成されていないが、プロジ

ェクト期間内に概ね達成見込みであり、参加型アプローチの下に森林保全区管理計画を策定する中で、

カウンターパート機関の能力強化は確実に進められており、プロジェクト目標である参加型アプローチ

の構築・改善に貢献している。また、プロジェクトで構築された参加型アプローチは、今後の FSD のメ

インストリームとするべく、プロジェクト関係者に限らず民間企業や他ドナーを含め広く広報を行う。

 

(3)効率性： 中程度 

量的、質的観点から不足のない投入によりアウトプットは概ねプロジェクト期間内に達成見込みであ

るものの、プロジェクトの進捗はスケジュールから遅れてきた。これには、プロジェクト開始当初のカ

ウンターパート機関の予算措置が遅れたことや人選に時間を要したことからチーフアドバイザーの赴

任が遅れたこと、2006 年 5 月に直営型から業務実施型に変更後は、専門家派遣のタイミングは改善され

たものの、活動の進捗のより日本人専門家派遣の計画を変更せざるを得ないことがあったこと等が影響

していることが確認された。特に、ガーナ側からは、喫緊の意思決定に対応できる日本人専門家の常駐

を期待する意見があげられた。また、プロジェクトによって能力強化され、参加型アプローチの中で重

要な役割を担っている CF は FSD の正規職員ではないため、プロジェクトの投入を最大限発揮するため

にも、今後も CF が活用されることが望まれる。 

 

(4)インパクト： やや大きい 

上位目標は現時点で達成されてはいないが、プロジェクトの中で、森林保全区管理計画策定のプロセ

スの確立、それに伴う参加型アプローチでの管理計画策定に必要な FSD の能力強化、コミュニティとの

関係の構築等がなされ、1つの森林保全区管理計画が策定された。FSD によってこのノウハウが活かさ

れ、必要な予算措置がなされ、且つ、他の森林保全区での FRMP 策定スケジュール、FSD による CF の役

割の引き継ぎ、生計向上活動の利益見通しについて整理されれば、プロジェクト終了後 3年以内に、ス

ンヤニ森林郡の他の森林保全区でも森林保全区管理計画の策定がなされる可能性は高い。 

その他、以下の波及的なインパクトが認められている。 

・ グリーンベルト、生計向上活動において技術的なサポートを行う農業省との現場レベルでの協働関

係の強化。今後、中央レベルで制度的な調整が図られることが望まれる。 

・ コミュニティの住民の環境保全の意識の芽生え。 

・ コミュニティと外界のアクセスの促進。グリーンベルト活動、生計向上活動による将来的な経済効

果への期待。 

 

(5)自立発展性： 中程度 

ガーナ国の「森林･野生動物政策」、「自然資源管理計画（NRMP）」、「国家植林開発計画（NFPDP）」等関

連の政策では、共通して森林管理への住民の参加を重視しており、制度的には今後も参加型で森林管理
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を進める高い持続性が認められる。また、技術的にも 、FSD が地域住民ともに参加型アプローチの下に

森林管理を進めるのに必要な技術が習得された一方、農業省等の関わりもプロジェクト終了後の技術的

なサポート体制を強化しており、高い自立発展性が認められる。また、社会的側面でも FSD と地域住民

の間の協働関係が構築されている。 

しかしながら、組織的な観点から見ると、ワーキンググループの形成により、森林資源管理について

FSD スタッフの役割が明確になったが、今後どのようにスンヤニ森林郡の他の森林保全区で森林保全区

管理計画を策定していくかは明確にはなっていない。また、コミュニティファシリテーターの役割を引

き継ぐ意思が FSD にありつつも、その詳細は明確になっていない。財政的にも、更なる森林保全区管理

計画の策定を FSD の通常業務として進めるための予算の措置が NREG（Ghana Natural Resource and 

Environment Governance Program）から確保される見込みが強くなってきたものの、コミュニティレベ

ルでは生計向上活動が十分な利益を生み出すかどうかの見込みは立っていない。 

以上のことから、制度的、技術的、社会的には高い自立発展性が認められるものの、自立発展性を確

実なものにするためには、組織的に FSD がコミュニティファシリテーターの役割を引き継ぎ、他の保全

区で森林管理計画を策定していく具体的な行動計画を明確化にするとともに、財政的に必要な予算の措

置が確実になされ、コミュニティレベルでも生計向上活動の経済的な妥当性が確保される必要がある。

生計向上活動については、プロジェクト終了までにその経済性を整理するとともに、青年海外協力隊

（JOCV）等を活用した支援を行う。 

 

３-３ 効果発現に貢献した要因 

（１）計画内容に関すること 

参加型森林管理という言葉は導入されていたものの、実際にどのように実施していくのかその方法は明

確になっていなかった。そのため、参加型森林管理は誰が何をするのかということを繰り返し確認しな

がら実施することによって、関係者の役割を理解し、プロジェクト関係者の意識向上につながった。 

 

（２）実施プロセスに関すること 

本プロジェクトは「参加型」を目指しているため、現場レベルで関係者が複雑になりがちであった。そ

のため、4 つのワーキンググループ（1.戦略計画策定及び改定、2.グリーンベルトでの植栽活動、3.生

計向上、4.モニタリング・評価）を作ってプロジェクト活動に取り組んだことによって、役割が明確に

なり、FSD スタッフと住民との良好な関係構築に寄与した。 

 

３-４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（１）計画内容に関すること 

森林資源管理センターによるインベントリー調査の結果及び情報の提出が遅れたことによって、森林資

源管理計画の作成に遅れが生じたが、プロジェクト期間中には終了する予定であり、プロジェクト目標

の達成には影響しない。 

 

（２）実施プロセスに関すること 

プロジェクト開始当初、カウンターパート予算が予定通り措置されなかったため、適切な時期に現地活

動を実施することができないという要因があったが、プロジェクト後半では、多少の遅れは見られたも

のの、その措置が改善された。 

また、各地域では現地活動を行うにあたって十分に配慮すべき伝統や規範が存在しているため、コミュ

ニティに立ち入る際に必要な手続きをプロジェクト開始時に明確にしておく必要があった。 

 

３-５ 結論 

評価 5項目による分析の結果、プロジェクトの進捗に遅れが見られるものの、１つの森林保全区管理計

画の策定を通じて、カウンターパート及び関係者は、持続的に森林保全区を管理していくことが可能で

ある。したがって、本プロジェクトは当初計画どおり終了することとする。 

 これは、1)カウンターパートがプロジェクトで改善された参加型アプローチを用いた森林保全区管理

計画の策定を通じて知識と技術を修得した、2)カウンターパートと森林保全区の周辺コミュニティは、

生計向上活動及びグリーンベルト活動の重要性を認識し、お互いの協働関係を構築したことから判断さ

れる。 
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３-６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 

３-６-１ プロジェクト終了までに取られるべき措置 

(1)ヌゼメレ保全区の森林保全区管理計画の策定 

ヌゼメレ保全区の森林保全区管理計画は現在ドラフト段階にあり、2008 年内に認可のためのワークシ

ョップが予定されている。予定通り認可を得られるために、FSD は早急に必要なデータを収集し、ワー

クショップの日程を調整するべきである。 

 

(2) コミュニティファシリテーターの役割の引継ぎ 

  FSD は、プロジェクト期間内にコミュニティファシリテーターの役割の引継ぎ、移行帯地域のその他

の森林保全区での森林保全区管理計画の策定についての具体的な行動計画を作成すべきである。また、

プロジェクトで育成した人材は今後の参加型アプローチによる森林保全区管理計画においても最大限

活用されるべきである。 

 

(3) 生計向上活動の経済分析 

プロジェクトは生計向上活動の経済的な妥当性を分析し、見込まれる運営コストと収益を示すべきで

ある。  

 

(4) 出口戦略 

 林業委員会森林サービス局、日本人専門家が協力して 2008 年 12 月までに以下の内容を含む出口戦略

を策定すべきである。 

(a) 必要な予算の試算 

 自立発展性の観点から、プロジェクトは、参加型アプローチによる森林保全区管理計画策定にか

かるコストを試算し、林業委員会(Forestry Commission:FC)に示すべきである。FC は提示された必

要コストを基に、必要な予算措置を講ずるべきである。 

 

(b) PAFORM モデルの普及のための行動計画 

ガーナ側はプロジェクトで開発された PAFORM モデルの重要性とプロセスを認識している。FSD に

はこのプロジェクトで得られた経験・知識を移行帯地域の他の森林保全区へ活用し具体的なスケジ

ュールを含む行動計画を作成するべきである。 

  ※PAFORM モデルとは、1)計画段階からの住民参加の導入、2)GB 活動の実施、3)生計向上活動の実

施、4)ファシリテーターの配置のコンポーネントからなる、本プロジェクトで改善された参加型ア

プローチである。 

 

(c)人的資源、設備の配置換え 

   スタッフや供与機材は、プロジェクトの成果を持続させ、強固にすることを考慮して適切に再配

置されるべきである。 

 

３-６-２ プロジェクトの終了後にとられるべき措置 

(1)JOCV の派遣 

2009 年 3 月から 2名の JOCV がブロン・アハフォ州 FSD に着任予定であるが、JOCV は専門家として働

くのではなく、コミュニティの人々と村落開発のために一緒に活動する。JOCV の活動については彼らの

着任後に FSD と十分話し合われるべきである。 

 

(2) 森林資源管理センターとの協働 

森林資源管理センターは森林保全区管理計画の策定を支援する重要な機関のひとつであり、インベン

トリーや地図作成などに必要なデータを有している。FSD は森林資源管理センターとの関係を強化し、

GIS の実施と能力強化のための適切なシステムを検討するべきである。プロジェクトによって強化され

た GIS の能力は今後も更新され、移行帯地域に活用されるべきである。 

 

(3) 農業食料省の関わり 

生計向上活動については、FSD は農業食料省と協働する必要がある。現状では FSD が農業食料省、特

に農業普及員の参加を調整している。FSD は農業食料省に、生計向上活動に計画段階から実施段階まで
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関わる計画を年間計画の一部として策定するよう提案すべきである。 

 

(4) 供与機材 

機材は適切に供与され、時期、質、量ともに適切にガーナ側に引き渡されている。供与機材の一部が

引き渡された後は、ガーナ側によってそれら機材は適切に活用されている。今後すべての機材が、必要

な予算措置の下、ガーナ側に適切に維持管理されることが期待される。 

 

３-７ 教訓 

 (1) 予算にかかる必要な情報の共有 

  双方の予算計画が早期に共有されなかったことが、特にガーナ側のその後の予算計画の作成、予算の

配賦に影響した。適切な予算計画の作成、予算措置のために、プロジェクト予算などの情報が関係者に

早期に共有されることが望ましい。  

 

(2) ステイクホルダーの関係の明確化 

プロジェクトは「参加」を目指しているため、PAFORM には多くのステイクホルダーが関与し、その関

係は現場レベルで複雑になりがちであった。 その場合、ステイクホルダーが責任とモチベーションを

理解できるようにするために、プロジェクト実施におけるステイクホルダーの役割が明確にされるべき

である。 

 

(3) 各地域の伝統・規範への考慮 

コミュニティの動員・参加を円滑にするために、プロジェクト予算はコミュニティに立ち入る際の手

続き（飲み物やスナックの持参など）に対応できるよう柔軟であるべきである。プロジェクト開始時に、

こうした問題をどのように処理するか、双方で明確にするべきである。 

 

(4) 参加型アプローチにおける win-win の関係 

参加型アプローチは参加者のコミットメントを要求するが、利益なしに活動に労力をさいてもらうこ

とは見込めない。このプロジェクトは FSD がコミュニティに通う反面、コミュニティから森林管理への

協力を得ている。またコミュニティはグリーンベルト活動で労力を提供する代わりに、生計向上活動、

グリーンベルト活動において FSD からサポートを得ている。この win-win の関係が参加型アプローチを

推進している。 

 

３-８ フォローアップ状況 

 特に無し 
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Summary 

I. Outline of the Project 

Country：Ghana Project title：Participatory Forest Resource Management Project in the 

Transitional Zone of the Republic of Ghana 

Issue/Sector ： Nature Conservation-Sustainable 

Use of Natural Resources 

Cooperation scheme：Technical Cooperation 

Division in charge：JICA Ghana office Total cost： 460   million yen 

Period of 

Cooperation 

(R/D): 30/03/04～30/03/09 Partner Country’s Implementing Organization：Ministry of Lands, 

Forestry and Mines, Forestry Commission - Forest Services Division 

1-1. Background of the Project 

The Government of Ghana (hereinafter referred to as “GOG”) describes its overall policy direction of the forest sector in 

the Forest and Wildfire Policy 1994, which aims at the conservation and sustainable development of the nation’s forest and 

wildlife resources for the maintenance of environmental quality and perpetual flow of optimum benefits to all segments of 

society. Involvement of rural people in forestry and wildlife conservation is also emphasized as one of the main objectives. 

Although recognition of the importance of involving local communities in forest management has become an essential part 

of forestry policies and programs, the apathy of the forest fringe communities towards forest management still remains as a 

major issue in various aspects of forest management.  There is a pressing need to implement comprehensive participatory 

forest resource management with maximum involvement of the fringe communities.  

In view of the importance of managing forest resources in Ghana, particularly, in the Transitional Zone, the Government of 

Japan (hereinafter referred to as “GOJ”), through JICA, has extended support to GOG since 2004, by conducting the Project 

called ‘Participatory Forest Resource Management Project in the Transitional Zone of the Republic of Ghana’, so-called 

PAFORM project for a period of five (5) years, till March, 2009. After the Project started, some constraints were identified in 

the mid-term evaluation in 2005. As a result of that, Project Design Matrix (PDM) was modified and since then the Project 

has been run following the new project objectives. Compared to the original PDM which aimed at mainly forest 

management, the new Project Purpose emphasized the participation of the local people in the forest management, while also 

focusing on community development. In 2007 a Joint Consultation Team carried out a terminal evaluation study of the 

performance of the Project. Based on the result, PDM was modified to show the newly introduced activities such as Income 

Generation Activities (IGA) and Green-Belt (GB) Activities and to clarify the indicators. 

The Project is due to end in March 2009 and in accordance with JICA’s Project management practice, a terminal 

evaluation of the Project was conducted. 

 

1-2. Project Overview 

This project aims to develop the necessary capacity for FSD staff and community people to cooperate mutually and manage 

forest reserves through developing the Forest Reserve Management Plan in the pilot areas, namely Tain I and Nzemere Forest 

Reserve. 

(1) Overall Goal  

 Improved participatory approaches for sustainable Forest Reserve Management are adopted in Sunyani Forest District 

(2) Project Purpose 

 Participatory approaches for sustainable management of the forest reserves in the Transitional Zone are improved through 

pilot activities in Sunyani Forest District 
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(3) Outputs 

1. FSD personnel are trained in necessary skills and knowledge for planning and implementing participatory Forest 

Reserve Management Plan (FRMP). 

2. Manual of Procedure (MoP) is modified to reflect the draft Strategic Plan (SP). 

3. Partnership between FSD and target communities for Forest Reserve Management is established. 

4. Forest Reserve Management Plans are developed with active participation of local population. 

5. Forest Reserve Management activities are implemented in collaboration with local population. 

Recommendations on the basis of lessons learned from project are submitted to the government of Ghana. 

(4) Inputs 

 Japanese side：( Total  460   million yen) 

    Equipment  38   million Yen      Local cost   75  million Yen 

(2004.3-2006.5) 

   Long-term Expert    3              Short-term Expert     4   

  Trainees received      5        

(2006.5～) 

    Expert              6              Others         N/A   

Ghanaian Side： 

Counterpart         22               Equipment     N/A  

Land and Facilities    office space in Brong Afafo and FSD HQ    

Local Cost   12  million Yen 

  Others      N/A    

 II. Evaluation Team 

Mr. Kunihiro YAMAUCHI Leader Resident Representative, JICA Ghana 

Mr. Naoto SAKONJU Evaluation Management Forestry and Nature Conservation 

Division II, Forestry and Natural 

Conservation Group, Global 

Environmental Department, JICA HQ 

Mr. Konlan SAMSON Evaluation Planning Program Officer, JICA Ghana 

Mr. Yukinari TANAKA Evaluation Planning II Assistant Resident Representative, JICA 

Ghana 

Members of Evaluation 

Team 

Mr. George Ortsin Evaluation Analysis Consultant 

Period of Evaluation  25/08/2008 ~ 10/09/2008 Type of Evaluation：Terminal 
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III. Results of Evaluation 

3-1. Project Performance 

Project Purpose: Participatory Approaches for sustainable management of the Forest Reserves in the Transitional Zone are 

improved through Pilot Activities in Sunyani Forest District 

Indicator 1 Forest Reserve Management Plans of two pilot forest reserves are developed 

Indicator 2 At least 80% of participants in Green Belt (GB) and Income Generating Activities (IGA) are satisfied 

with the activities 

The project purpose is not fully achieved as of the terminal evaluation. However, the validation workshop of FRMP for Tain 

I had been held and we are waiting for the sign by the Minister. The FRMP for Nzemere had been drafted and the validation 

workshop of FRMP for Nzemere will be held within the end of 2008. 

Both GB activities and IGA as a part of FRMP satisfied community people in the target area, they actively participate and 

cooperate into forest management.  

 

(Output 1) FSD personnel are trained in necessary skills and knowledge for planning and implementing participatory Forest 

Reserve Management Plan. 

Indicator 1 At least, eighty (80) FSD personnel are trained 

Indicator 2 At least six (6) FSD management staff involved in planning Forest Reserve Management Plan understand 

the process of the planning and concept of the project 

Indicator 3 The enhanced skills and knowledge are applied by at least 80% of participant 

Achievement level of Output 1 is high. 

 The total number of trained FSD staff, the understanding of FSD management staff for the process of the planning and 

concept of the Project, the applied skill and knowledge by trained FSD staff already have been achieved or will be achieved 

indicators set up by the Project within the Project term. 

 

(Output 2) MoP is modified to reflect the draft Strategic Plan 

Indicator 1 Strategic Plans for two pilot Forest Reserves are drafted. 

Indicator 2 At least 80% of FSD staff engaged in the project recognize that revised MoPs are adopted 

Output 2 is to be achieved by the end of the Project. 

FRMP consists of Strategic Plan and Action Plan. The FRMP for Tain I will be finalized soon based on discussion in the 

validation workshop. The FRMP for Nzemere is the draft stage as of the terminal evaluation and the validation workshop will 

be held within the end of 2008.  

The number of FSD staff who understands proposed modifications to the MoP already has achieved the target indicator. 

 

(Output 3) Partnership between FSD and target communities for participatory Forest Reserve Management is established  

Indicator 1 At least, twenty-five (25) meetings are facilitated by the project with local populations. 

Indicator 2 Six (6) Community Facilitators (CF) are selected and appointed. 

Indicator 3 At least 80% of participant in GB and IGA recognize that the collaborative relationship for forest 

management is strengthened 

Achievement level of Output 3 is mostly high. 
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The number of implemented meetings, assigned CF and participated community people who recognize that the 

collaborative relationship for forest management is strengthened has already achieved or will be achieved within the Project 

term. 

 

(Output 4) Forest Reserve Management Plans are developed with active participation of local population  

Indicator 1 Twelve (12) Operational Plan and two (2) Forest Reserve Management Plans are developed 

Indicator 2 In twelve (12) target communities, MoUs for GB Activities are signed between FSD and communities 

Indicator 3 At least, 80% of community participants and FSD staff in the Project recognize the existence of Forest 

Reserve Management Plans 

The prospects for achieving output 4 are high. 

The number of Strategic Plan and MoU exchanged between FSD and Communities is to be achieved within the Project 

term although the sign by the Minister is not yet as the final procedure. And community participants recognize the FRMP 

well through a series of consultations and meetings by the Project. 

 

 (Output 5) Forest Reserve Management activities are implemented in collaboration with local population  

Indicator 1 In all twelve (12) target communities, Operational Plans are implemented as planned 

Indicator 2 At least 50% of community participants understand the concept of GB and IGA 

Actually action plans of each community have already been implemented, operational plans which consist of action plans 

are waiting for approval by FSD. Although the activities of Output 5 are not fully implemented, the achievement level at the 

moment is satisfactory and it is expected to be high by the termination of the Project. 

 

(Output 6) Recommendations on the basis of lessons learned from project are submitted to the government of Ghana. 

Indicator 1 At least, three (3) workshops are held to share recommendations with other DPs, public and private sector, 

and community 

Indicator 2 At least 80% of participants in workshop understand the recommendations addressed in the workshop 

The prospects of achieving Output 6 are moderate at the time of the terminal evaluation. The information sharing workshop 

is not held yet at this moment, but the Project is compiling the lessons learned and will submit the recommendations to the 

Ghana Government within the end of the Project. 

 

3-2. Summary of Evaluation Results 

(1) Relevance: High 

 The Project aims at sustainable forest management and rural development. This suits for both the GPRS II of Ghana and 

Country Assistance Program for Ghana of Japan. Originally the Project targeted five (5) forest reserves in Brong Afafo, 

however, the Project selected two forest reserves of Tain I and Nzemere which have the base FSD and fringe community 

people work together among other forest reserves which have wild fire and illegal cutting after mid-term evaluation. 

Therefore, the Project corresponds to the needs for targeted sites in terms of managing the forest reserves by involving 

surrounding community people. 
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(2) Effectiveness: Mostly High 

 The project purpose and outputs are not fully achieved at this moment but they are to be achieved within the Project 

term. The capacity of counterparts and related organizations has developed and strengthened through formulating 

FRMP by using PAFORM approach and it contributes the achievement. The developed participatory approach 

should be disseminated to not only the project participants but also private and other donors as to be a mainstream of 

FSD. 

(3) Efficiency: Moderate 

 Although the project purpose and outputs are to achieve within the Project term by the appropriate inputs from the 

view points of quantity and quality, the progress of the Project has been behind schedule according to the project 

operational plan, because there are some reasons why the delay of both counterpart fund allocation and arrivals of 

Chief Advisor, and why we had to shift the dispatch of Japanese experts as to meet the delay of the Project activities, 

though the dispatch timing of experts were improved after May, 2006. Especially, Ghana side expected that Japanese 

expert who can timely decide essential issues should stay in Ghana as long as possible. Though trained CFs play a 

very important role in the participatory forest resource management, unfortunately, they are not permanent staff of 

FSD. It is expected for FSD to hire CFs as FSD staff in order to make the most of the Project inputs.  

(4) Impact: Mostly High 

Although overall goal is not achieved yet, the capacity of counterparts has been developed through the formulation 

process of FRMP and the good relationship between community people and FSD has been established. It seems that 

FRMPs for other forest reserves in the transitional zone will be developed within 3 years after the termination of the 

Project in case that FSD utilize developed skill and knowledge and necessary budget be allocated in addition FRMP 

formulation schedule is cleared, the role of CF is carried over to FSD, the economical relevance on IGA is clarified. 

The following good impacts have been recognized: 

- The cooperation system between community and MOFA which assists technical aspects concerning GB and IGA 

has established in a field. 

- The consciousness toward environmental protection among community people grew up. 

- Community people had a connection with the outside. Economical impact by GB and IGA will be obtained in 

Future. 

(5) Sustainability: Moderate 

The Government of Ghana emphasises the participation of community people into forest management based on their

policies such as the Forest and Wildlife Policy, NRMP and NFPDP. The capacity of counterparts has been developed 

through the formulation process of FRMP and the good relationship between community people and FSD has been 

established. Therefore, sustainability of the project is politically, technically and socially high. Meanwhile, the 

following issues are required to make it sure from the view points of institutional and economical sustainability. 

- FSD institutionally takes over the function of CF 

- FSD clarifies concrete action plans to develop FRMPs for other forest reserves 

- Necessary budget financially are allocated 

- Economical relevance on IGA are clarified in community level 

Concerning IGA, it should be considered to utilize other schemes such as JOCV in addition to clarify the economical 

relevance on IGA by the end of the Project. 
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3-3. Factors promoting better sustainability and impact 

(1) Factors concerning to Planning 

FSD has known only the word “Participatory Forest Resource Management” so far, but they actually do not know a 

way and method of its implementation. Therefore, the Project have repeatedly reminded the concept of PAFORM 

approach and the roles of people concerned to the Project at every opportunity, and this prompted related people to 

improve the consciousness toward environmental protection. 

(2) Factors concerning to the Implementation Process 

 There were a lot of stakeholders in activities and participants were complicated because the Project aimed at 

‘Participatory’. Therefore, four working groups, which were the group on formulation and improvement of Strategic 

Plan, the group on GB activities, the group on IGA activities and the group on monitoring and evaluation, were set 

up in the Project. These groups contributed to clarify the roles of people concerned and establish the good 

relationship between community and FSD by working together. 

 

3-4. Factors inhibiting better sustainability and impact 

(1) Factors concerning to Planning 

 Resource Management Support Centre conducted the inventory survey. The submission of the report had delayed 

because it took a lot of time to compile and summarize results of the survey. Therefore, the formulation of FRMP had 

been behind the schedule. However, two FRMPs will be finalized within the end of the Project and the Project 

purpose will be achieved. 

(2) Factors concerning to the Implementation Process  

 At the beginning of the Project, the Project could not be started some of activities at appropriate timing because a 

counterpart fund did not disburse on schedule. Thereafter, the delay of budget disbursement was improved. 

 There were traditional events and standards which we must pay careful attention, when we work in the field. It 

should be clarified the necessary procedure at the beginning of the Project. 

 

3-5. Conclusion 

 Based on the results of the evaluation, it is recognized that the Project suffered delays on schedule, especially on 

Output 5. However, capacity development has been done through developing the FRMP for Tain I, the purpose of the 

Project will be achieved within the Project period.  

This has been judged from the following facts: 

(1) FSD staff have acquired knowledge and skills through experience of FRMP development by using improved 

participatory approach which is the PAFORM model. 

(2) FSD and the forest fringe communities have established mutual relationship and recognize the importance of GB 

and IGA. 

The Project should finish necessary procedure for developing FRMP for Nzemere as soon as possible and should 

shape exit strategy clearly such as estimation of the necessary budget and action plan for expansion of FRMP to 

other FRs in Sunyani.  
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3-6. Recommendations 

3-6-1 Measures to be implemented before the termination of the Project 

(1) Development of FRMP for Nsemere 

   FRMP for Nsemere is being drafted and validation workshop on FRMP for Nsemere should be held by the end of 

2008. FSD should get necessary data for developing the FRMP as soon as possible and finalize it. Then FSD 

should decide on the date for the Validation Workshop for Nsemere and start to prepare for it. 

(2) Handing over of tasks from CF to FSD staff 

   FSD should develop an action plan to rollover the functions of CFs to front line staff and develop FRMP with 

participatory approach in other FRs in Transitional Zone before the Project ends. Human resources trained by the 

Project should be utilized in the future participatory FRMP as much as possible. 

(3) Economic analysis of IGA activities 

The Project should analyze the economic feasibility of IGA and show the running and operational costs and 

estimated benefit of the IGAs by the end of the Project.  

(4) Exit strategy 

A combined team of Japanese experts and FC/FSD should develop an exit strategy to guide the smooth transition 

of the PAFORM Project into the mainstream by December 2008 for implementation before Project closure. The 

strategy should include the followings: 

(a) Budget Estimate 

   From the view point of sustainability, the running and operational cost for developing participatory FRMP should 

be estimated by the Project Secretariat (Japanese experts and FSD) and communicated to Forestry Commission 

(FC). Based on that, FC should allocate the necessary budget. 

(b) Action plan for expansion of PAFORM model* 

FSD recognizes the importance and process of PAFORM model developed in the Project. FSD should therefore 

utilize experiences and knowledge gained from the Project to other FRs in transitional zone and develop an 

action plan including the detail schedule. 

*: PAFORM model consists of 1) community participation from the planning stage, 2) Implementation of GB 

activities, 3) Implementation of IGA, 4) Deployment of CFs. 

 (c) Redeployment of Human and Capital Resource 

Staff and project equipment should be reassigned appropriately taking into consideration the sustainability and 

consolidation of Project gains. 

 

 Measures to be implemented after the termination of the Project 

(1) Japan Oversea Cooperation Volunteer (JOCV) 

Two JOCVs will be assigned to FSD Brong Ahafo from March 2009. They will not play the roles of experts, but 

will work together with community people and basically contribute to rural development. It is suggested that the 

detailed activities of JOCVs should be discussed sufficiently between JOCVs and FSD after their arrival. 

(2) Collaboration with RMSC 

RMSC is one of the important organizations that assists to develop FRMP and has necessary data such as 

inventory data and mapping. FSD should strengthen the relationship with cooperating organizations and consider  
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the appropriate system of implementation and training for GIS. GIS capacity developed by the Project should be 

up-graded in the near future to serve the transitional zone. 

(3) Involvement of MOFA 

In the case of IGA activities, FSD has to collaborate with MOFA. In the current situation, FSD arranges for the 

participation of MOFA, especially in the use of extension officer (AEA). The FC through MoLFM should 

negotiate with MOFA to plan their involvement in IGA activities from the planning to implementation stages as a 

part of the annual plan of operation. 

(4) Provided equipments 

The equipment are properly provided in accordance with project activities and handed over to FSD. After taking 

over some equipment, the Ghanaian side has properly utilized those equipment. It is expected that all equipment 

will be continuously maintained by the Ghanaian side with necessary budget allocation. 

 

3-7. Lessons Learned 

(1) Information sharing on budget 

   The delay of presentation of a budget plan both Ghanaian side and Japanese side affected to make out a 

next year’s budget plan, allocate and disburse the budget. It is expected to share budget information at 

appropriate timing to make up the budget plan and allocate the budget. 

(2) Clarification of roles of stakeholders 

Since the Project aims at facilitating participation among various stakeholders, PAFORM has many different 

kinds of stakeholders and the relationships tend to be complex on the ground. In order to enable the stakeholders 

be aware of their responsibilities and be motivated, the roles of stakeholders in implementing the Project should 

be clarified through dialogue. 

(3) Consideration of respective traditions and norms 

The Project budget should be flexible enough to take care of community entry formalities (e.g. offering drinks, 

snacks, etc) to make community mobilization and participation smooth. At the beginning of the Project, both 

sides should clarify how they will deal with this issue. 

(4) Win-win relationship in participatory approach 

Participatory approach requires participants’ commitment but no one labors on any activity without any benefit. 

In this project, FSD goes into the forest fringe communities and obtains their cooperation in forest management. 

On the other hand, those communities supply labor force in forest management as GB activities and get support 

from FSD in IGA and GB activities. This win-win relationship promotes participatory approach. 

 

8. Follow-up Situation 

N/A 
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第１章 終了時評価調査の概要 

 

1.1 調査団派遣の経緯と目的 

1990 年から 2000 年までの間にガーナ国全体の森林減少は各年平均で総森林面積の 1.7％

(120,000ha)にも及んでいる。プロジェクト対象地域の位置するブロン・アハフォ州は南部の湿潤

気候に由来する高木帯と北部の乾燥気候に由来するサバンナ帯との移行帯に位置している。移行

帯地域の森林資源は土壌劣化の食い止めや木材生産等の貴重な外貨収入源、水源涵養の観点から

貴重であるが、過剰な伐採や野火等により近年その劣化が著しく、森林の回復、保全は喫緊の課

題となっている。 

 森林保全は第二期ガーナ貧困削減戦略文書（GPRSII/2006 年～2009 年）において、重点開発課

題｢環境資源の保全と運用｣に位置付けられている。森林セクター関連の政策としては、森林及び

野生生物資源の保護と持続可能な開発を目指す「森林･野生動物政策」が 1994 年に策定され、1999

年には、10 カ年計画として自然資源管理計画（NRMP）が策定されている。更に、2001 年には国家

的な植林事業である国家植林開発計画（NFPDP）が策定されている。これら一連の政策は共通して

森林管理への住民の参加を重視しているが、現時点では概念はあるものの、現場での実践的な運

用手法を見出せない状況にある。 

この様な状況の下、我が国は開発調査｢移行帯地域森林保全管理計画｣(1997 年－1999 年)を実施

し、ブロン・アハフォ州スンヤニ郡内の森林保全区の森林保全区管理計画案を作成した。また 2001

年 4 月から 2003 年 4 月まで個別専門家を派遣した。これらの成果を基に、ガーナ国は住民参加に

よる持続可能な森林管理を実施するための新たなプロジェクトを我が国に要請した。これを受け、

我が国政府は｢ガーナ森林保全基礎調査｣(2003年 3月)及び事前評価調査(2003年 10月)を実施し、

要請内容の確認、協力枠組みの策定を行なった。本プロジェクトは同事前評価調査結果を踏まえ、

2004 年 1 月にガーナ国政府の MLF 及び FSD と交換された R/D に基づき、2004 年 3 月から「ブロン・

アハフォ州の 5 パイロット森林保全区及びその周辺地域における参加型森林資源管理の実施」を

目標に掲げて実施している。 

 2005 年 12 月には、中間評価を実施し、その結果を踏まえて、2006 年 3 月には PDM の改訂を実

施した。PDM の下では、対応する課題の設定を従前の「荒廃する森林資源状況」から「実践的な

参加型アプローチの不在」に移し、プロジェクト目標を「スンヤニ森林郡で移行帯地域の森林保

全区を持続的に管理するための参加型アプローチが構築され、パイロット活動を通じて改善され

る」と改定した。これにより、2009 年 3 月のプロジェクト終了時までに、住民参加のもと、現場

レベルで実践可能で持続可能な森林保全区管理計画を策定するとともに、パイロット活動を通し

て同管理計画の改善を行なうことを目指している。 

 前回の中間評価調査後、年度毎に人選するリスクを避け、事業運営の一貫性と効率性を一層高

めるため、2006 年 5 月、運営方式を直営型から業務実施型に変更した。業務実施型に変更後、1

年半を経過した 2007 年 10 月に運営指導調査を実施し、その結果を踏まえて 2008 年 1 月に PDM を

再度改訂した（添付 2を参照）。 

2009 年 3 月にプロジェクトが終了するに当たり、プロジェクトの達成状況の確認・評価、及び

今後の課題や終了後の方向性を確認することを目的に終了時評価を行った。 
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1.2 調査団の構成 

 Name Job title Occupation Period 

ガーナ側 

1 M. O. Abebrese  Ag. Executive Director, 森林サービス局  

2 Yaw Kwakye  Project Manager, 森林サービス局  

3 Joseph Yaw 

Appiah-Gyapong 

 Corporate Monitoring & Evaluation, 森林

委員会 

 

4 Kofi Darko  Extension Services Directorate, 農業食料

省 

 

日本側 

1 山内 邦裕 団長 JICA ガーナ事務所 所長 Sep.1-Sep.10

2 左近充 直人 評価管理 JICA 地球環境部 森林･自然環境保全第二課 Sep.1-Sep.10

3 Konlan Samson 評価計画 JICA ガーナ事務所 プログラムオフィサー Sep.1-Sep.10

4 田中 幸成 評価計画 2 JICA ガーナ事務所 所員 Sep.1-Sep.10

5 George Ortsin 評価分析 コンサルタント Aug.8-Sep.12

 

1.3 調査日程 

Activity No. DATE 

Mr. Yamauchi, Mr. Samson, 

Mr. Tanaka 

Mr. Sakonju Mr. Orstin 

1 8/25   Interview to CP 

2 26   Move to Sunyani 

3   27   

4   28   

5   29   

6   30  Narita Dep. 1130 

7   31  Accra Arr 1815(KL862) 

8 9/1 0900 Meeting with JICA office 

1400 Courtesy call for FSD 

-Collection field 

data 

-Preparation 

Document and Data 

Compilation 

9    2 Move to Sunyani 

1430 2nd Terminal Evaluation Meeting 

10    3 Field Survey (Nsemere; Kofitwumkrom) 

11    4 0900 Validation Workshop 

12    5 0900 Meeting with Joint Evaluation members 

13    6 Move to Accra 

14    7 Internal meeting 

15    8 0900 Internal Meeting 

1500 Drafting of Minutes of Meeting and Joint Evaluation Report 

16    9 1000 Drafting of Minutes of Meeting and Joint Evaluation Report 

1000 Signing of Minutes of Meeting on Terminal Evaluation 

1530 Report to EOJ 

17   10 

 Dep. 2120 (KL590)  
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1.4 プロジェクトの概要 

(1) 上位目標 

プロジェクトで改善された参加型アプローチがスンヤニ森林郡で運用される。 

 

(2) プロジェクト目標 

  スンヤニ森林郡で、移行帯地域の森林保全区を持続的に管理するための参加型アプローチが

構築され、パイロット活動を通じて改善される。 

 

(3) 成果 

1) 森林サービス局（FSD）職員が参加型の森林保全区管理計画の作成及び実施に必要な技術と

知識を身につける。 

2) 戦略計画（Strategic Plan（SP））案の作成を踏まえ、MoP(Manual of Procedure)の改善案

が提示される。 

3) FSD と選定された森林保全区周辺コミュニティとの間で、参加型の森林管理に必要な関係が

形成される。 

4) 森林保全区管理計画が住民参加の下で策定される。 

5) 策定された森林保全区管理計画の下、森林保全区管理活動が住民参加の下で実施される。 

6) プロジェクトで得られた参加型森林保全区管理のための教訓、提言が政府に提案される。 

 

第２章 終了時評価の方法 

 

2.1 基本方針 

1) プロジェクトの実施プロセスや達成状況を現状と実績の整理・確認を通じて把握する。 

2) 「JICA 事業評価ガイドライン（改訂版）」に基づき、評価 5項目（妥当性、有効性、効率性、

インパクト、自立発展性）の観点から評価を行う。 

3) 上記作業に基づき、プロジェクト残り期間の課題やプロジェクト終了後の方向性を確認する。 

4) 上記作業に基づき、ガーナ側と協同で合同評価レポート(英文)を作成し、署名する。 

 

2.2 評価項目と評価方法 

1) プロジェクトの実績（プロジェクト目標、アウトプットの達成度、投入実績等）や実施プロ

セスを含むプロジェクト情報を整理し、実施状況の把握･分析を行う。 

 

項目 視 点 

実績の検証 ・投入は計画通り実施されているか 

・アウトプットに向けて活動は進んでいるか 

・プロジェクト目標は達成されそうか 

・上位目標の達成見込みはあるか 
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実施プロセス

の検証 

・活動は計画通りに実施されているか 

・技術移転の方法に問題はないか 

・プロジェクトのマネジメント体制（モニタリング、プロジェクト内コミュニケ

ーションなど） 

・実施機関や CP のプロジェクトに対する認識は高いか 

・ターゲットグループのプロジェクトへの参加度や認識は高いか 

・実施過程で生じている問題や効果発現に影響を与えそうな要因は何か 

 

2) 評価調査に必要な評価設問の設定を行い、評価 5項目ごとに具体的な評価設問を設定し、評

価デザインとして「評価グリッド」を作成する。 

 

項目 視 点 

妥当性 「プロジェクト目標」及び「上位目標」は、プロジェクトの目標として意味があ

るか（受益者のニーズに合致しているか、問題・課題の解決策として適切か、相

手国と日本側の政策との整合性はあるか、プロジェクトの戦略・アプローチは妥

当など）検討する。 

有効性 プロジェクトの「アウトプット」によって「プロジェクト目標」がどこまで達成

されたか、あるいは達成される見込みであるかを検討する。 

効率性 プロジェクトの「投入」と「アウトプット」の関係に着目し、資源が有効に活用

されているか。投入された資源の質、量、手段、方法、時期の適切度を検討する。

インパクト プロジェクトが実施されたことにより生ずる直接的・間接的な正負の影響をみる。

計画当初に予想されなかった影響や効果も含む。 

自立発展性 協力が終了した後も、プロジェクト実施による便益が持続されるかどうかを、プ

ロジェクトの自立度を中心に検討する。 

 



5 

第３章 プロジェクトの実績 

 

3.1 投入実績 

3.1.1.日本側投入 

本プロジェクトは 2004 年 3 月に開始し、2005 年 12 月に中間評価を実施し、プロジェクト運営

方式が直営から業務実施契約に変更となった。プロジェクト全期間を通じて派遣された専門家は

以下のとおりである。 

 

1)長期専門家 

  Name Field Months Period 

1 
Mr. Akira Sato Chief Advisor/Forest Resource 

Management Planning 

21 21 May 2004 - 3 Mar. 2005 

25 Apr. 2005 - 25 Mar. 2006

2 

Mr. Kengo 

Yoshida 

Project 

Coordinator/Participatory 

Forest Resource Management 

24 10 Mar. 2004 - 9 Mar. 2006

3 
Ms. Satoko Kato Participatory Rural 

Development/ Extension 

24 17 Mar. 2004 - 16 Mar 2006

  Total   69   

 

2)短期専門家 

  Name Field Months Period 

1 
Mr. Akinori 

Nishio 
Forest Economy 2 10 Jan. - 10 Mar., 2005 

2 
Dr. Hisao 

Kawasaki 
Seed Procurement 0.5 8 Mar. - 24 Mar., 2005 

3 
Mr. Tomohiro 

Shibayama 
Rural Development/Extension 3.5 9 Apr. - 22 Jul., 2005 

4 
Mr. Hirofumi 

Ishizaka 

Monitoring and Evaluation of 

Forest Management Plans 
3 6 Aug. - 3 Nov., 2005 

  Total   9   
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3) 業務実施型による専門家 

  Name Field 
Month

s 
Period 

1 
Mr. Koji 

Terakawa 
Forest administration 6 

16 May. - 7 Jun., 2006 

20 Jul. - 25 Aug., 2006 

7 Oct. - 5 Dec., 2006 

20 May. - 18 Jun., 2007 

3 Oct. - 1 Nov., 2007 

2 
Mr. Hideyo 

Shimazu 
Participatory method 4 

7 Oct. - 5 Dec., 2006 

2 Jun. - 31 Jul., 2007 

3 Ms. Rie Kitao Social/Gender 16 

16 May. - 14 Sep., 2006 

8 Aug. - 5 Dec., 2006 

20 Jan. - 20 Mar., 2007 

18 Jul. - 15 Sep., 2007 

3 Oct. - 1 Dec., 2007 

7 Jan. - 6 Mar., 2008 

4 Mr. Akihiko Hata Agriculture/Income generation 3.1 
2 Jun. - 31 Jul., 2007 

2 Feb. - 5 Mar., 2008 

5 
Ms. Tomoko 

Nishigaki 
Participatory method B 1.9 

24 Apr. - 1 Jun., 2007 

24 Sep - 11 Oct., 2007 

6 
Mr. Nobumitsu 

Miyazaki 

Participatory forest 

management 
7.9 

14 Jun. - 13 Aug., 2006 

27 Jan. - 11 Mar., 2007 

24 Apr. - 2 Jun., 2007 

18 Oct. - 1 Dec., 2007 

17 Jan - 6 Mar., 2008 

  Total   38.9   

 

4) 供与機材 

日本側からはこれまでに、車輌、オートバイ、ジェネレーター、パソコンなどの供与が実施さ

れた。これらの機材は総額で 0.38 億円が投入された。（添付 1 合同評価レポート Annex4 参照。） 
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5) 研修員受入 

本プロジェクトでは、5名の研修員を日本に受け入れた。 

 Name Position Activity in 

charge 

Training course Period 

1 Mr. E.G.K. 

Dogbe 

Regional Manager, BA 

Region, FSD  

Project 

Coordinator 

Joint Training Course 

for Forest and Forestry 

Project Counterparts 

8 Aug. -

27 Sep. 

2004 

2 Mr. Paul Sowah District Manager 

Sunyani District, 

FSD 

Output 1 Joint Training Course 

for Forest and Forestry 

Project Counterparts 

8 Aug. -

27 Sep. 

2004 

3 Mr. Kofi  

Walter 

Gyabaah 

Assistant Regional 

Manager, BA Region, 

FSD 

Output 4 Joint Training Course 

for Forest and Forestry 

Project Counterparts 

21 Aug. -

8 Oct. 

2005 

4 Mr. Jasper Yao 

Dunyah 

Liaison Officer, 

PAFORM/FSD 

Output 5 Joint Training Course 

for Forest and Forestry 

Project Counterparts 

21 Aug. -

8 Oct. 

2005 

5 Mr. Dickson 

Sakyi Adjei 

District Manager 

Sunyani District, 

FSD 

Working 

Group 1 

Joint Training Course 

for Forest and Forestry 

Project Counterparts 

3 Oct. -

18 Oct. 

2006 

 

6) 総投入額 

これまでに日本側は 4.6 億円を投入しており、このうちローカルコストは 0.75 億円となってい

る。 

 

3.1.2. ガーナ国側 

1) カウンターパート配置 

本プロジェクトにおいては、総勢 22 名のカウンターパートが配置された。詳細は以下のとおり。 

Title Number 

Project Director 1 

Project Coordinator 1 

Counterparts 

 Project Manager 

 Assistant Project Manager 

 PAFORM secretary 

 Drivers 

 

1 

1 

1 

2 

Operations  

District Forest manager  

 Assistant District Manager 

 

1 

2 
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 Range Supervisors 

 Service Officers 

2 

1 

Plantations 

 Zonal Plantation Manager 

 Area Plantation manager 

 Plantation Supervisors 

 

1 

2 

5 

Customer Service 1 

 

2) 敷地、建物、設備 

 スンヤニにある FSD ブロン･アハフォ州事務所にプロジェクト事務所が提供された。また、アク

ラの FSD 本部にも事務室を提供された。2007 年 11 月に FSD 本部が移転し、新しい FSD 本部には

事務室の提供はなされていないが、FSD 本部での事務作業については、FSD 総裁の執務室が活用さ

れたため、問題は生じていない。 

 

3) ローカルコスト負担 

 2006 年以降ではローカルコストとして約 0.12 億円が投入されている。詳細は以下のとおり。 

Amount Released by FSD HQ to the Project 

Date Amount (GH¢) 

May 2006 25,000.00 

February 2007 24,800.00 

August 2007 15,000.00 

February 2008 50,000.00 

TOTAL 114,800.00 

 

3.2 実施プロセスおよび成果達成度 

3.2.1．実施プロセス 

1) 成果 1 

成果 1 の活動について、参加型森林資源管理を行うに当たって FSD 職員への研修、特にファシ

リテーション研修やマネジメント研修はプロジェクトの進捗に大きく寄与した。 

 

2) 成果 2 

成果 2の活動については、MoP の作成プロセスにおいて予定よりも遅れが生じた。これは、MoP

の作成にはより使いやすいものとするために、住民参加による参加型森林保全区管理計画の策定

プロセスや植林エリアのゾーニングなどフィールドレベルでの経験等を十分に反映させる必要が

あったためである。 

 

3) 成果 3 

成果 3 の活動については、わずかな遅れが見られるものの進捗は顕著である。コミュニティフ
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ァシリテーターを中心として、プロジェクトのコンセプトや森林保全区管理計画をコミュニティ

に紹介している。また、森林資源管理にかかる住民の関与については、MoU を締結することによ

って公的な効力を有している。 

 

4) 成果 4 

成果 4 の活動については、テイン I 森林保全区の森林保全区管理計画は策定されたものの、ヌ

ゼメレ森林保全区における森林保全区管理計画についてはドラフト段階であり、認可のためのワ

ークショップなどが実施されていないため、最終化できていない。 

 

5) 成果 5 

成果 5 の活動については、部分的に実施されている。森林保全区管理計画が最終化されていな

いが、フィールドレベルではグリーベルトや生計向上活動については、アクションプランに従っ

てすでに実施されている。 

 

6) 成果 6 

成果 6 の活動については現時点では実施されていないが、プロジェクト終了までに実施される

計画である。 

 

このようにプロジェクトの進捗は全体的に遅れがちであった。評価時においては、PO からは遅

れが生じているものの、遅れを取り戻しつつある。これらの原因として上記のほか、以下の点が

指摘された。 

・ プロジェクト開始当初、カウンターパート予算が予定どおり措置されなかったこと。  

・ 森林サービス局内の植林部の設立以後、プロジェクトの活動の実施において運営部門と植

林部門の間で明確な役割分担がなされていなかったこと。  

・  森林保護区のデータ収集と分析が森林サービス局によって定期的に実施されなかったこと。  

・ 資源管理支援センターによるヌゼメレ保全区のインベントリーレポートの提出が遅れたこ

と。 

 

3.2.2. 成果達成度 

1) 成果１:森林サービス局職員が参加型の森林保全区管理計画の作成及び実施に必要な技術と

知識を身につける。 

成果 1の達成度は高いと判断される。理由は以下のとおり。 

 

 指標 1:少なくとも 80 名の FSD スタッフが訓練される 

評価時において、78 名が訓練を受けており、残りの期間までに 3件以上の訓練が計画されて

いる。そのため、目標値である 80 名以上については達成される見込みである。 

  

指標 2:森林保全区管理計画策定に携わる FSD 管理職の少なくとも 6名がプロジェクトの計画と

コンセプトを理解している 
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  管理計画策定のためにワーキンググループ 1 を設立した。ワーキンググループ 1 は、6 名の

FSD 管理職と 2 名のコミュニティファシリテーターから構成されており、訓練を受けた FSD 管

理職は直接的に管理計画策定に携わっているため、プロジェクトのコンセプト及び計画につい

てはよく理解している。 

  

 指標 3:参加者の 80％以上が向上したスキルと知識を活用する 

  訓練に参加したすべての参加者が、訓練で習得したスキルや知識を用いてグリーンベルト活

動や生計向上活動の実施、および森林保全区管理計画の策定に携わっている。 

 

2) 成果 2:戦略計画（Strategic Plan（SP））案の作成を踏まえ、MoP（Manual of Procedure）

の改善案が提示される。 

成果 2については、プロジェクト終了までに達成することが見込まれる。 

 

 

指標 1:2 箇所のパイロット森林資源にかかる戦略計画がドラフトされる 

森林保全区管理計画は、戦略計画と実行計画から構成されている。戦略計画は、資源管理の

ための長期目標を掲げ、この目標を達成するためにとられるべき行動について述べられている。 

テイン I の森林保全区管理計画は 2008 年 9 月に実施された認可ワークショップにおいて議

論され、この議論結果を反映させて、大臣による署名がなされれば完成となる。このテイン I

森林保全区管理計画の策定に当たっては、改善された MoP を使用している。 

新しい戦略計画の主な変更点は以下の通り。 

 ・森林資源、特にグリーンベルト緩衝地帯である森林保全区の辺縁における実質的な管理者と

してのコミュニティグループの協力 

 ・計画の中において、コミュニティの役割、権利、責任の明確化 

 ・計画策定過程におけるコミュニティグループとの協議 

 ・森林管理への関与と併せて家畜支援活動などの紹介 

 

一方、ヌゼメレ森林保全区管理計画については、ドラフト版が策定された段階であり、2008

年末に認可のためのワークショップが開催予定となっている。 

 

指標2:プロジェクトに関与するFSDスタッフの少なくとも80％以上が改善されたMoPを使用す

る 

全部で 21 名のスタッフが直接的にプロジェクト実施に関与しており、このうち 18 名がワー

キンググループ１から 4 のいずれかに属している。このため、86％が改善された MoP を認識し

ている。改善された MoP はまだ承認されていないが、プロジェクトにおいて変更点を提案して

いる。この変更点はプロジェクト活動に基づいて、現実に即し、より使いやすいように作成さ

れており、特にワーキンググループ 1 のメンバーはこの点をよく理解している。この変更点を

反映させた MoP が FSD により承認されれば、FSD スタッフは、今後、他の地域の森林保全区管

理計画を作成する際に活用することになる。 
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3) 成果 3:森林サービス局と選定された森林保全区周辺コミュニティとの間で、参加型の森林

管理に必要な関係が形成される。 

成果 3の達成度はやや高いと判断される。 

 

指標 1: 地域住民参加のもとで少なくとも 25 回の会合が開催される 

ワーキンググループ 2と 3が 12 コミュニティの中に形成され、森林資源管理に参加するため

の訓練を受けている。これまでに 24 回の公式の会議やワークショップが開催されている。これ

に加えて、森林保全区管理計画を策定するにあたり、多くの非公式会合が実施されている。 

 

指標 2:6 人のコミュニティファシリテーターが選定され、配置される 

6 名のコミュニティファシリテーター（テイン I、ヌゼメレにそれぞれ 3 名ずつ）が任命さ

れ、12 コミュニティを担当している。 

 

指標 3:グリーンベルトおよび生計向上活動の参加者の 80％以上は森林資源管理強化のために

は協働関係が重要であると認識している 

  グリーンベルト活動及び生計向上活動の参加者は、FSD 管理職、コミュニティグループ、コ

ミュニティファシリテーター、農業省職員、レンジスーパーバイザーである。これらはワーキ

ンググループ２、３に所属しており、インタビューの結果、すべての参加者において、森林資

源管理を行うに当たり、FSD との協働が必要であることを認識している。 

 

Level Extent of Recognition of Collaborative relationships 

for forest management 
Participants in GB and IGA 

Very well 

Recognized  
Recognized Indifferent 

Not well 

recognized 

FSD Management staffs (6) 6    

Community Groups (4) 1 3   

Community Facilitators (6) 6    

MOFA frontline staffs(4) 2 2   

Range Supervisors (3) 3    

  Source: Field Data August 2008 

 

4) 成果 4:森林保全区管理計画が住民参加の下で策定される。 

成果 4の達成見込みは高いと判断される。 

 

指標 1:12 の実行計画及び 2つの森林保全区管理計画が策定される 

実行計画は戦略目標を達成するためにとられるべきワークプログラムと定義される。プロジ

ェクトではテイン Iとヌゼメレのそれぞれ 6コミュニティにおいてグリーンベルト活動と生計
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向上活動にかかる実行計画の策定に取り組んでいる。そのため、実行計画は全部で 24 個策定さ

れる。テイン I については、2008 年 9 月 3日に認可のためのワークショップを開催し、関係者

からのコメントを取り付けた。ヌゼメレについては 2008 年末までに認可のためのワークショッ

プが開催される予定である。 

 

指標2:12のコミュニティにおいて、FSDとコミュニティの間でグリーンベルト活動にかかるMoU

が署名される 

公式にはまだ MoU は締結されていない。これまでプロジェクトでは、MoU のドラフトについ

て関係者と非公式に議論を行っている。この MoU ドラフトについてはプロジェクト期間中に、

FSD の承認を得て、コミュニティと大臣との署名が交わされる予定である。 

 

指標3:プロジェクトに参加しているFSDスタッフとコミュニティ住民の少なくとも80％が森林

保全区管理計画の存在を認識している 

  テイン I とヌゼメレのそれぞれ 4 つのコミュニティにおいて、120 名に確認したところ、森

林保全区管理計画が策定中であることを認識していた。また、コミュニティ住民は森林保全区

管理計画のもとで、生計向上活動やグリーンベルト活動を通じて FSD が住民を支援することを

認識していた。 

  これに加え、FSD スタッフおよびコミュニティファシリテーターは、森林資源管理策定の過

程に携わっており、その存在を認識している。 

 

5) 成果 5:策定された森林保全区管理計画の下、森林保全区管理活動が住民参加の下で実施さ

れる。 

各コミュニティのアクションプランはすでに実施されており、これらのアクションプランから

なる実行計画については FSD の承認を待っている状況である。成果 5 の活動は完全に全部が開始

されているわけではなく、現時点での達成度は一部であるが、プロジェクト終了までには達成す

ることが見込まれる。 

 

指標 1:12 のコミュニティにおいて、実行計画が計画どおり実施される 

テイン I の 6コミュニティでは、グリーンベルト活動と生計向上活動のアクションプランが

実施中である。ヌゼメレについては、森林保全区管理計画が策定中ではあるものの、テイン I

での経験を活かし、実施可能な活動から開始している。 

 

指標 2:コミュニティ住民の少なくとも 50％がグリーンベルト活動と生計向上活動のコンセプ

トを理解している 

プロジェクトに参加した 88％に当たる 133 名のコミュニティ住民は、グリーンベルト活動と

生計向上活動の策定プロセスを通じて、グリーンベルト活動と生計向上活動のコンセプトを理

解している。 

 

6) 成果 6:プロジェクトで得られた参加型森林保全区管理のための教訓、提言が政府に提案さ
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れる。 

成果 6 の達成見込みについては、評価時点では中程度と判断される。プロジェクトではこれま

での教訓を取りまとめて、情報共有ワークショップ終了後にガーナ側に対して提言を提出予定で

ある。 

 

指標 1:他ドナー、政府機関、民間企業およびコミュニティを対象として、提言の共有のために

少なくとも 3回のワークショップを開催する 

評価時点で情報共有のためのワークショップは開催されていない。2009 年 1 月末までに 2つ

の情報共有ワークショップを開催する予定である。また、このワークショップはスンヤニとア

クラでそれぞれ実施される。 

 

指標 2:ワークショップ参加者の少なくとも 80％はプロジェクトの教訓について理解している 

評価時点でワークショップは開催されていないが、上記のとおり今後開催される予定である。 

 

3.3 プロジェクト目標の達成状況 

  プロジェクト目標：スンヤニ森林郡で、移行帯地域の森林保全区を持続的に管理するための参

加型アプローチが構築され、パイロット活動を通じて改善される。 

 

 プロジェクト目標は評価時点おいては達成されていないものの、プロジェクト終了までに達成

する見込みである。 

 

指標 1:2 箇所の森林保全区管理計画が策定される 

  テイン I 保全区の森林保全区管理計画については 2008 年 9 月 3 日認可のためのワークショ

ップが開催され、大臣による署名が得られれば完成となる。一方、ヌゼメレ保全区については、

森林保全区管理計画のドラフトが策定されており、2008 年末までに認可のためのワークショッ

プが開催される予定となっている。これにより、プロジェクト期間中に 2 箇所の森林保全区管

理計画が策定される予定である。 

 

指標 2:グリーンベルト活動および生計向上活動に参加している人の少なくとも 80％が活動内

容に満足している 

  グリーンベルト活動および生計向上活動の参加者は、高い満足度の下、積極的に活動に取り

組んでいる。 

 

3.4 上位目標達成見込み 

上位目標：プロジェクトで改善された参加型アプローチがスンヤニ森林郡で運用される。 

 

現時点で上位目標は達成されていないが、プロジェクトによって森林保全管理計画の策定のため

に必要な技術移転はなされており、今後、「PAFORM モデル」が森林サービス局によって普及され、

必要な予算措置がなされれば、今後スンヤニ森林郡内の残る 4 つの保全区でも管理計画が策定さ
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れる見込みである。 

※PAFORM モデルとは、1)計画段階からの住民参加の導入、2)GB 活動の実施、3)生計向上活動の実

施、4)ファシリテーターの配置のコンポーネントからなる、本プロジェクトで改善された参加型

アプローチである。 
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第４章 評価結果 

 

4.1 評価 5 項目による評価結果 

4.1.1 妥当性 

妥当性は高いと判断される。 

1) ガーナ国家戦略・政策及び我が国の国別援助計画に対する整合性 

移行帯地域における森林は、ブロン・アハフォ州の多くの住民が従事している農業に必要な適

度の降雨をもたらす適切な微気候を形成しており、大変重要な役割をなしている。この地域の森

林は、農産物に対するハマターンの影響を抑えている。 

本案件は、持続可能な森林資源管理の実施を目指すということからガーナ貧困削減戦略（GPRS）

Ⅱに、当該国における農村地域の持続的な開発を行うということから日本の国別援助計画と整合

性があり、妥当性は高いと考えられる。 

 

2)対象地域選定の妥当性 

 プロジェクト開始時はブロン･アハフォ州の 5つの森林保全区を対象としていたが、対象となる

範囲が非常に大きすぎるため、中間評価において目指すべき FRMP の定義や指標を見直し、対象と

する活動地域の絞込みを行った。下記 3)の観点からスンヤニ地区の 2 つの森林保全区（Tain I、

Nsemere）がパイロットサイトとして選定された。また、スンヤニ地区にある Yaya 保全区におい

て、アフリカ開発銀行のファンドによるプロジェクトが実施されており、地域的な役割分担およ

び相乗効果が見られた。 

 

 3) 受益者ニーズとの妥当性 

本プロジェクトは以下の理由により、対象地域のニーズと合致する。 

・森林管理において、政府と地方住民の双方参加による協議のための基盤を形成している 

・FSD スタッフとコミュニティ住民の双方によって参加型の森林保全区管理を実施するもので

あり、これは対象地域周辺で問題となっている違法伐採、野火などの防止に寄与する 

・参加型森林管理、コミュニティモービライゼーションに対する FSD スタッフのスキルを向上

し、コミュニティ住民の雇用につながる 

・多目的グリーンベルト活動のコンセプトは、森林管理に住民を参加させることにより貧困削

減に寄与する 

 

4.1.2 有効性 

有効性はやや高いと判断される。 

上述のように、プロジェクトの目標、アウトプットは現時点で完全には達成されておらず、以

下のように問題点も認められたものの、プロジェクト期間内に概ね達成見込みであり、参加型ア

プローチの下に森林保全区管理計画を策定する中で、カウンターパート機関の能力強化は確実に

進められており、プロジェクト目標である参加型アプローチの構築・改善に貢献している。また、

アウトプット 6 に関連し、プロジェクトで構築された参加型アプローチは、今後の FSD のメイン
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ストリームとするべく、プロジェクト関係者に限らず民間企業や他ドナーを含め広く広報を行う。 

1) 効果発現に貢献した要因 

1-1 計画内容に関すること 

参加型森林管理という言葉は導入されていたものの、実際にどのように実施していくのかそ

の方法は明確になっていなかった。そのため、参加型森林管理は誰が何をするのかということ

を繰り返し確認しながら実施することによって、関係者の役割を理解し、プロジェクト関係者

の意識向上につながった。 

 

1-2 実施プロセスに関すること 

本プロジェクトは「参加型」を目指しているため、現場レベルで関係者が複雑になりがちで

あった。そのため、4 つのワーキンググループ（1.戦略計画策定及び改定、2.グリーンベルト

での植栽活動、3.生計向上、4.モニタリング・評価）を作ってプロジェクト活動に取り組んだ

ことによって、役割が明確になり、FSD スタッフと住民との良好な関係構築に寄与した。 

 

2) 問題点及び問題を惹起した要因 

2-1 計画内容に関すること 

森林資源管理センターによるインベントリー調査の結果及び情報の提出が遅れたことによっ

て、森林保全区管理計画の作成に遅れが生じたが、プロジェクト期間中には終了する予定であ

り、プロジェクト目標の達成には影響しない。 

 

2-2 実施プロセスに関すること 

プロジェクト開始当初、カウンターパート予算が予定通り措置されなかったため、適切な時

期に現地活動を実施することができないという要因があったが、プロジェクト後半では、多少

の遅れは見られたものの、その措置が改善された。 

また、各地域では現地活動を行うにあたって十分に配慮すべき伝統や規範が存在しているた

め、コミュニティに立ち入る際に必要な手続きをプロジェクト開始時に明確にしておく必要が

あった。 

 

4.1.3 効率性 

効率性は中程度と判断される。 

プロジェクト目標、アウトプットは概ねプロジェクト期間内に達成見込みであり、日本側およ

びガーナ側からの投入が質的にも量的にも概ね適切であったと考えられるものの（添付 1 合同評

価レポート Annex3 を参照）、プロジェクトの進捗は若干スケジュールから遅れも生じており、以

下の問題点が指摘された。 

 

 1) 日本人専門家 

  プロジェクト当初、早期に派遣可能な適切な人材が見つからずチーフアドバイザーの赴任が

遅れたこと、また、当初の専門家の派遣スケジュールは決められているため、プロジェクト活

動の進捗によって、スケジュールの変更を余儀なくされたこと（2006 年 5 月より運営方式を直



17 

営型から業務実施型に変更後は、専門家派遣のタイミングは改善された）等が確認された。特

に、ガーナ側からは、喫緊の意思決定に対応できる日本人専門家の常駐を期待する意見が挙げ

られた。 

  

 2) カウンターパート予算 

  カウンターパート予算配賦が遅れがちであり、6 ヶ月遅れて配賦されることもあった。日本

側から中間評価時および運営指導調査時の申し入れに加え、随時会議の場において督促したも

のの、その問題は解決されず、現地活動のスケジュールも遅れがちになり、プロジェクト活動

の円滑な進捗に影響を及ぼした。 

  

3) コミュニティファシリテーターの存在 

 コミュニティファシリテーターはコミュニティと FSD を結ぶ橋渡し役として大変重要な役割

を果たした。しかしながら、この参加型アプローチの中で重要な役割を担っているコミュニテ

ィファシリテーターは FSD の正規職員ではないため、今後は FSD がこの役割を果たす必要があ

る。プロジェクトの投入を最大限発揮するためには、今後もコミュニティファシリテーターを

活用していくことが望まれる。 

 

4.1.4 インパクト 

インパクトはやや大きいと判断される。 

 

1) 上位目標達成の見込み 

 現時点で上位目標達成に言及することは難しいが、プロジェクトの中でテイン I 森林保全区

管理計画の策定を通じて、計画策定のプロセスの確立、参加型アプローチでの計画策定に必要

な FSD の能力強化、コミュニティとの関係構築などがなされている。このため、プロジェクト

期間中にヌゼメレについても森林保全区管理計画の策定が見込まれており、FSD がこれらの経

験を活かし、また必要な予算措置がなされ、且つ、他の森林保全区での FRMP 策定スケジュール、

FSD による C/F の役割の引き継ぎ、IGA の利益見通しについて整理されれば、スンヤニ地区にあ

るその他の森林保全区における管理計画の策定を FSD が行っていくことは十分に可能であると

判断される。 

 

2) 他機関との協力体制 

 グリーンベルト活動および生計向上活動において技術的なサポートを行う農業省との現場レ

ベルでの協働関係の強化がなされた。しかしながら、この関係を更に持続的なものにしていく

ためには今後は中央レベルで組織的な調整が図られる必要がある。プロジェクト活動を通じて

フィールドレベルでは FSD とコミュニティとの関係は改善されており、両者が協同して森林管

理を行うことに自信を持っている。 
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3) 環境に対する意識の変化 

 プロジェクトでは、グリーンベルト活動および生計向上活動を通じて再三にわたり、ワーク

ショップやミーティングにおいて環境教育を行ってきたため、コミュニティ住民は環境保全に

対する意識が芽生えている。このことは対象保全区の維持管理を行っていくうえで、プラスの

効果となりうる。 

 

4) 社会経済的側面 

 社会的側面としては、プロジェクトではコミュニティファシリテーターの協力により、コミ

ュニティ内のネットワーク及び人間関係構築の機会を提供した。経済的には、総計 760 名の住

民が生計向上活動によって訓練を受けており、そのうち 10 名は自己資金によって生計向上活動

への投資を行っている。グリーンベルト活動では 360 名の住民が森林管理に参加している。プ

ロジェクトが実施したこれらの活動から得られた技術や知識は農民間普及によって広がりを見

せている。 

 

4.1.5 自立発展性 

自立発展性は中程度と判断される。 

 

1) 制度的側面 

ガーナ政府は国家政策により参加型森林管理を進めており、移行帯地域にあるすべての森林

保全区については、森林保全区管理計画を作成する際には参加型で実施する必要がある。この

ため、今回プロジェクトで構築した PAFORM アプローチは、ガーナ国の制度に合致しており、高

い持続性が認められる。 

 

2) 技術的側面 

カウンターパートの技術的能力を鑑みるに、FSD スタッフは、プロジェクト活動を通じてコ

ミュニティ住民ともに参加型アプローチを用いて森林管理を進めるのに必要な技術が習得され

た。一方、コミュニティ住民は、生計向上活動やグリーンベルト活動に非常に積極的であり、

技術の習得に熱心である。これらの活動に関しては、農業省傘下の農業普及員がトレーナーと

してコミュニティ住民の技術的なサポートが必要であるが、プロジェクトにおいて良好が関係

が構築された。プロジェクト終了後については、この技術的なサポート体制を強化してするこ

とにより高い自立発展性が期待される。 

 

3) 社会的側面 

プロジェクトが実施される前までは、コミュニティ住民と FSD スタッフとは敵対関係にあっ

たが、プロジェクトの活動を通じて森林保全区管理計画のコンセプトを住民はよく理解してお

り、FSD スタッフとコミュニティ住民との間に協働関係が構築された。 
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4) 組織的側面 

組織的な観点から見ると、ワーキンググループの形成により、森林資源管理について FSD ス

タッフの役割が明確になった。参加型アプローチを進めていくに当たっては、コミュニティフ

ァシリテーターが重要な役割を果たすことが認められたため、今後は FSD スタッフがいかにこ

の役割を引き継いでいくかが鍵となるが、その詳細は明確になっていない。 

複数のドナーからの自然環境保全分野への財政支援であるNREGプログラム（2008年から2012

年まで 5 年間の支援）の下、5 年以内に森林保全区管理計画を策定することが予定されている

ことは望ましいが、今後どのようにスンヤニ森林郡の他の森林保全区で森林保全区管理計画を

策定していくかそのプロセスが明確にはなっていない。 

 

5) 財政的側面 

財政的には、更なる森林保全区管理計画の策定を FSD の通常業務として進めようとしている。

このためには予算の措置が必要であるが、これは NREG から確保される見込みが強くなっている。

しかし、現時点では NREG の予算が FSD 州事務所及び FSD 郡事務所に確実に配賦されるかどうか

わからないため、今後確実に予算が確保されるように働きかけが必要である。 

また、コミュニティレベルにおいては、生計向上活動が十分な利益を生み出し、持続的な取

組みが可能かどうかについての十分な検証までは実施されていない。そのため、引き続き、FSD

がコミュニティ支援を行っていく必要がある。 

NREG プログラムの予算は表 4-1 のとおり。 

 

表 4-1 NREG プログラム予算 

DPs 2008 年度 2009 年度 

Embassy of Kingdom of Netherland 9.4 9.4 

WB 20.0 20.0 

AFD 1.5 1.5 

EC - 3.0 

DFID 2.0 4.0 

Total 32.9 37.9 

                                                             (M$) 

 

6) 総論 

以上のことから、制度的、技術的、社会的には高い自立発展性が認められるものの、自立発

展性を確実なものにするためには、組織的に FSD がコミュニティファシリテーターの役割を引

き継ぎ、他の保全区で森林管理計画を策定していく具体的な行動計画を明確化にするとともに、

財政的に必要な予算の措置が確実になされることが重要である。加えて、コミュニティレベル

でも生計向上活動の経済的な妥当性が確保される必要がある。 
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4.2 結論 

評価 5 項目による分析の結果、プロジェクトの進捗に遅れが見られるものの、１つの森林保全

区管理計画の策定を通じて、カウンターパート及び関係者は、持続的に森林保全区を管理してい

くことが可能である。したがって、本プロジェクトは当初計画どおり終了することとする。 

 これは、以下の点から判断される。 

1) カウンターパートがプロジェクトで改善された参加型アプローチを用いた森林保全区管理

計画の策定を通じて知識と技術を修得した。 

2) カウンターパートと森林保全区の周辺コミュニティは、生計向上活動及びグリーンベルト活

動の重要性を認識し、お互いの協働関係を構築した。 
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第５章 提言・教訓 

 

5.1 提言 

5.1.1.プロジェクト終了までに取られるべき措置 

(1)ヌゼメレ保全区の森林保全区管理計画の策定 

ヌゼメレ保全区の森林保全区管理計画は現在ドラフト段階にあり、2008 年内に有効化ワークシ

ョップが予定されている。予定通り有効化を終えるために、FSD は早急に必要なデータを収集し、

ワークショップの日程を調整するべきである。 

 

(2) コミュニティファシリテーターの役割の引継ぎ 

FSD は、プロジェクト期間内にコミュニティファシリテーターの役割の引継ぎ、移行帯地域の

その他の森林保全区での森林保全区管理計画の策定についての具体的な行動計画を作成すべきで

ある。また、プロジェクトで育成した人材は今後の参加型アプローチによる森林保全区管理計画

においても最大限活用されるべきである。 

 

(3) 生計向上活動の経済分析 

プロジェクトは生計向上活動の経済的な妥当性を分析し、見込まれる運営コストと収益を示す

べきである。  

 

(4) 出口戦略 

FC、FSD、日本人専門家が協力して 2008 年 12 月までに以下の内容を含む出口戦略を策定すべき

である。 

1) 必要な予算の試算 

自立発展性の観点から、プロジェクトは、参加型アプローチによる森林保全区管理計画策定

にかかるコストを試算し、FC に示すべきである。FC は提示された必要コストを基に、必要な予

算措置を講ずるべきである。 

 

2) PAFORM モデルの普及のための行動計画 

ガーナ側はプロジェクトで開発された PAFORM モデルの重要性とプロセスを認識している。

FSD にはこのプロジェクトで得られた経験・知識を移行帯地域の他の森林保全区へ活用し具体

的なスケジュールを含む行動計画を作成するべきである。 

 

3)人的資源、設備の配置換え 

スタッフや供与機材は、プロジェクトの成果を持続させ、強固にすることを考慮して適切に

再配置されるべきである。 

 

5.1.2．プロジェクトの終了後にとられるべき措置 

(1)JOCV の派遣 
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2009 年 3 月から 2 名の JOCV がブロン・アハフォ州 FSD に着任予定であるが、JOCV は専門家と

して働くのではなく、コミュニティの人々と村落開発のために一緒に活動する。JOCV の活動につ

いては彼らの着任後に FSD と十分話し合われるべきである。 

 

(2) RMSC との協働 

RMSC は森林保全区管理計画の策定を支援する重要な機関のひとつであり、インベントリーや地

図作成などに必要なデータを有している。FSD は RMSC との関係を強化し、GIS の実施と能力強化

のための適切なシステムを検討するべきである。プロジェクトによって強化された GIS の能力は

今後も更新され、移行帯地域に活用されるべきである。 

 

(3) MOFA の関わり 

生計向上活動については、FSD は MOFA と協働する必要がある。現状では FSD が MOFA、特に AEA

の参加を調整している。FSD は MOFA に、彼らの年間計画の一部として、生計向上活動に計画段階

から実施段階まで関わる計画を策定するよう提案すべきである。 

 

(4) 供与機材 

機材は適切に供与され、時期、質、量ともに適切にガーナ側に引き渡されている。供与機材の

一部が引き渡された後は、ガーナ側によってそれら機材は適切に活用されている。今後すべての

機材が、必要な予算措置の下、ガーナ側に適切に維持管理されることが期待される。 

 

5.2 教訓 

(1) 情報共有 

双方の予算計画が早期に共有されなかったことが、特にガーナ側のその後の予算計画の作成、

予算の配賦に影響した。適切な予算計画の作成、予算措置のために、プロジェクト予算などの情

報が関係者に早期に共有されることが望ましい。  

 

(2) ステイクホルダーの関係の明確化 

プロジェクトは「参加」を目指しているため、PAFORM には多くのステイクホルダーが関与し、

その関係は現場レベルで複雑になりがちであった。 その場合、ステイクホルダーが責任とモチベ

ーションを理解できるようにするために、プロジェクト実施におけるステイクホルダーの役割が

明確にされるべきである。 

 

(3) 各地域の伝統・規範への考慮 

コミュニティの動員・参加を円滑にするために、プロジェクト予算はコミュニティに立ち入る

際の手続き（飲み物やスナックの持参など）に対応できるよう柔軟であるべきである。プロジェ

クト開始時に、こうした問題をどのように処理するか、双方で明確にするべきである。 

 

(4) 参加型アプローチにおける win-win の関係 

参加型アプローチは参加者のコミットメントを要求するが、利益なしに活動に労力をさいても
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らうことは見込めない。このプロジェクトは FSD がコミュニティに通う反面、コミュニティから

森林管理への協力を得ている。またコミュニティはグリーンベルト活動で労力を提供する代わり

に、IGA、グリーンベルト活動において FSD からサポートを得ている。この win-win の関係が参加

型アプローチを推進している。 

 

5.3 総括 

本プロジェクト開始時の目標は、「ブロン・アハフォ州の５パイロット森林保全区及びその周辺

地域において参加型森林保全管理が実施される」であったが、中間評価実施後、目指すべき参加

型森林保全管理計画の定義が明確ではないことが指摘され、「参加型アプローチの改善」が重要な

課題であるとし、プロジェクト目標を「スンヤニ森林郡で、移行帯地域の森林保全区を持続的に

管理するための参加型アプローチが構築され、パイロット活動を通じて改善される」に変更した。

これにより、取り組むべき課題とプロジェクト活動が明確化され、プロジェクトの進捗に改善が

見られた。 

本プロジェクトにおける終了時評価時点での各アウトプットの指標を見る限りでは、達成度自

体は高いとはいえない。しかし、プロジェクト目標を達成する上で重要な指標となっている「2

つの保全区（テイン I、ヌゼメレ）において森林保全管理計画を作成すること」については、終

了時評価時点で一つの保全区（テイン I）において認可のためのワークショップ（Validation 

Workshop）が終了し、もう一つのヌゼメレ保全区についても第二ドラフト作成段階にあり、行動

計画に基づく各活動については森林保全管理計画の策定過程を通じてすでに実施されている。 

 現場レベルに目を向けると、本プロジェクト実施以前はお互いに敬遠していたコミュニティと

森林サービス局が、プロジェクト実施後は、お互いに協力しあう関係が構築され、お互いに歩み

寄る意識が定着しつつある。対象コミュニティでは、森林保全管理計画におけるグリーンベルト

活動、生計向上活動が実施されており、参加している農民の意識は高く、コミュニティ内で農民

間での技術移転も見られ始めているため、徐々に拡大していくことが期待される。 

 本プロジェクトで開発された参加型アプローチについてはガーナ側に高く評価されており、ガ

ーナ側の高いオーナーシップが感じられた。プロジェクト終了後の予算確保の状況については、

NREG（Natural Resources and Governance Programme）の資金（年間約 US$ 30Million、2008 年

～2012 年）が確保された。しかし、具体的な計画、すなわち、残り７つのスンヤニ森林保護区に

おける森林保全管理計画をどのような順番で、いつまでに作成するのか、またそれに必要な予算

と人員が確保されるのかについては、現段階では決まっていない。調査団は提言として、これら

の詳細計画について、プロジェクト期間内に協議し、自立発展性を高めることとした。 

 残りのプロジェクト期間内において、これら上記課題が整理され、計画通りに実行されること

によって、プロジェクト目標は達成することが見込まれる。 

 プロジェクト終了後については、JOCV の派遣、森林サービス局は資源管理支援センター及び農

業食料省と協働して、森林保全管理計画の策定及び GB、IGA 活動の支援を行う。これに加え、供

与機材については、ガーナ側で適切に管理されることを提言し、その使用状況については NREG に

よる資金確保状況及び森林保全管理計画の詳細進捗と併せ、JICA ガーナ事務所を通じてモニタリ

ングする必要がある。
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PDM の変遷 

 

 2004 年 7 月 22 日に開催された第 1回 JCC において、R/D で合意された PDM (ver.0) に基づい

て議論を行い、以下の点について確認が行われ PDM (ver.1) が合意された。 

 

・プロジェクトでは 5つの森林保全区（678.16km2）を対象とする 

・対象コミュニティは 40 コミュニティとする 

 

 2005 年 12 月に実施された中間評価調査において、目指すべき参加型森林保全計画の定義や指

標の設定が明確ではないため PDM (ver.1) 変更の必要性が指摘され、以下の点に留意し調査団

から PDM (ver.2) が提案された。 

 

・参加型森林管理の実施をとおして、Collaborative Forest Management (CFM)に基づく参加型

アプローチが改善されることが期待される 

・残りの期間で何を行うかを具体的に検討するためには、PO の活動内容の要素や責任者、コス

トを考慮した詳細計画を策定することが必要 

・対象保全区の数についても、同詳細計画に基づいて現実的な数値とすべきである 

・改定案は 2004 年 1 月に締結された R/D のマスタープランに沿うものであり、今後 3年ではな

く、全 5年間のものである必要がある 

 

 中間評価において提案された PDM(ver.2)に基づき、以下の点について更なる協議を行い、

2006 年 2 月に PDM (ver.3) が合意された。 

 

・森林保全と代替生計活動が相互効果を持つような活動となるよう整理し、成果との整合性を

図る必要がある 

・政策と計画の整合性を確認し、計画が政策に合致している必要がある 

 

 2007 年 9 月に実施された運営指導調査の結果、PDM（Ver.3）の改訂が必要であることが以下

の理由により提言された。 

 

・参加型森林管理の改善内容の検討の結果、プロジェクトでは、IGA、GB 活動、GIS を活用した

森林管理計画の策定が実施されることとなったが、PDM(Ver.3)が策定された段階では上記活動

が想定されていなかったため、これらが反映されておらず、実際の活動と PDM との間に齟齬が

生じている。 

・評価指数が明記されておらず、達成度を測るための具体的な数値を示す必要がある。 

 

 上記の提言を受けて、2007 年 12 月から PDM 改訂作業が始まり、数回にわたる議論を経て、

2008 年 1 月に PDM (Ver.4) として M/M が締結された。 

 

以下に PDM ver.0 から ver.4 を示す。 
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【 略 語 表 】  
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C/F Community Facilitator コミュニティーファシリテーター 

CFC Community Forestry Committee コミュニティー森林委員会 

DA District Assembly 郡議会 
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FR Forest Reserve 森林保全区 

FRMP Forest Reserve Management Plan 森林保全区管理計画 

FSD Forestｙ Services Division 森林サービス局 

GB Green Belt グリーンベルト 

GPRS Ghana Poverty Reduction Strategy ガーナ貧困削減戦略 

IGA Income Generating Activities 生計向上活動 

MoFA Ministry of Food and Agriculture 食糧農業省 

MoLFM Ministry of Lands, Forestry and Mines 土地林業省 
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OP Operational Plan 管理活動計画 
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SP Strategic Plan 戦略計画 

WG Working Group ワーキンググループ 
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第 1 章 運営指導調査の概要 

1.1 調査団派遣の経緯と目的 

 本プロジェクトは、2005 年 12 月に中間評価を実施し、その結果を踏まえて、2006 年 3 月に PDM

の改訂を実施した。新 PDM の下では、2009 年 3 月のプロジェクト終了時までに、住民参加のもと、

現場レベルで実践可能で持続可能な森林資源管理計画を策定するとともに、パイロット活動を通

して同管理計画の改善を行なうことを目指している。 

本調査は、運営指導調査を実施するものであり、評価 5 項目の観点からの本プロジェクトの評

価を実施し、残り 1 年半のより効果的なプロジェクト実施に向けて、課題、提言を取りまとめる

こと、また、必要に応じて、PDM の改訂（計画の修正、指標の見直し等）を目的として実施され

た。 

 

1.2 調査団の構成と期間 

1.2.1 調査団の構成 

担当 氏名 所属 

団長/総括 

運営管理 

調査企画/評価管理 

評価分析 

熊谷真人  

下谷卓也  

菊池淳子   

George Ortsin  

JICA ガーナ事務所 次長  

ICA 地球環境部 第 1Ｇ 森林・自然環境保全第 2Ｔ 職員

JICA ガーナ事務所 在外専門調整員 

Ortsin Associates 

 

1.2.2 調査期間 

2007 年 10 月 1 日から同月 26 日まで（別添 Annex１） 

 

1.3 対象プロジェクトの概要 

1.3.1 プロジェクトの背景 

ガーナ国全体の森林減少は 1990 年から 2000 年までの間、各年平均総森林面積の 1.7％

(120,000ha)にも及んでいる。プロジェクト対象地域の位置するブロンアハフォ州は南部の湿潤気

候に由来する高木帯と北部の乾性気候に由来するサバンナ帯との移行帯に位置している。移行帯

地域の森林資源は土壌劣化の食い止めや木材生産等の貴重な外貨収入源、水源涵養の観点から貴

重であるが、過剰な伐採や野火等により近年その劣化が著しく、森林の回復、保全は喫緊の課題

となっている。 

 森林保全は第二期ガーナ貧困削減戦略文書（GPRSII/2006 年～2009 年）において、重点開発課

題｢環境資源の保全と運用｣に位置付けられている。森林セクター関連の政策としては、森林及び

野生生物資源の保護と持続可能な開発を目指す「森林･野生動物政策」が 1994 年に策定され、1999

年には、10 カ年計画として自然資源管理計画（NRMP）が策定されている。更に、2001 年には国

家的な植林事業である国家植林開発計画（NFPDP）が策定されている。これら一連の政策は共通

して森林管理への住民の参加を重視しているが、現時点では概念はあるものの、現場での実践的

な運用手法を見出せない状況にある。 
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この様な状況下、我が国は開発調査｢移行帯地域森林保全管理計画｣(1997 年－1999 年)を実施し、

ブロンアハフォ州スンヤニ郡内の森林保全区の森林保全区管理計画案を作成した。また 2001 年 4

月から 2003 年 4 月まで個別専門家を派遣した。これらの成果を基に、ガーナ国は住民参加による

持続可能な森林管理を実施するための新たなプロジェクトを我が国に要請した。これを受け、我

が国政府は｢ガーナ森林保全基礎調査｣(2003 年 3 月)及び事前評価調査(2003 年 10 月)を実施し、要

請内容の確認、協力枠組みの策定を行なった。本プロジェクトは同事前評価調査結果を踏まえ、

2004 年 1 月にガーナ国政府の MLF 及び FSD と交換された R/D に基づき、2004 年 3 月から「ブロ

ンアハフォ州の 5 パイロット森林保全区及びその周辺地域における参加型森林資源管理の実施」

を目標に掲げて実施している。 

 2005 年 12 月には、中間評価を実施し、その結果を踏まえて、2006 年 3 月には PDM の改訂を実

施した。新 PDM の下では、対応する課題の設定を従前の「荒廃する森林資源状況」から「実践的

な参加型アプローチの不在」に移し、プロジェクト目標を「スンヤニ森林郡で移行帯地域の森林

保全区を持続的に管理するための参加型アプローチが構築され、パイロット活動を通じて改善さ

れる」と改定した。これにより、2009 年 3 月のプロジェクト終了時までに、住民参加のもと、現

場レベルで実践可能で持続可能な森林資源管理計画を策定するとともに、パイロット活動を通し

て同管理計画の改善を行なうことを目指している。 

 前回の中間評価調査後、年度毎に人選するリスクを避け、事業運営の一貫性と効率性をより一

層高めるため、2006 年５月、運営方式を直営型から業務実施型に変更した。現在は、専門家 6名

（総括/森林管理計画、参加型森林管理、農業・生計向上、社会・ジェンダー、参加型手法、参加

型手法（B））が派遣となり、現地で活動を行っている。 

 

1.3.2 プロジェクト概要 

（１）上位計画 

 プロジェクトで改善された参加型アプローチがスンヤニ森林郡で運用される。 

（２）プロジェクト目標 

 スンヤニ森林郡で、移行帯地域の森林保全区を持続的に管理するための参加型アプローチが構

築され、パイロット活動を通じて改善される。 

（３）アウトプット 

 １）森林サービス局職員が参加型の森林保全区管理計画の策定に必要な技術と知識を身につけ

る。 

２）実施要綱（Manual of Procedure：以下「MoP」という。）が必要性と持続性の観点から見直

されるとともに、戦略計画案が作成される。 

３）周辺コミュニティの能力向上を通し、参加型の森林管理に必要な関係が森林サービス局と

住民の間で形成される。 

４）森林保全区管理計画がコミュニティで策定される。 

５）森林保全区管理計画が住民参加の下で実施される。 

６）プロジェクトで改善された参加型アプローチが政府に提案される。 

（４）活動 

１）-１. プロジェクト関係者で、プロジェクトの概念について共通の理解を構築する。 
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１）-２. 森林サービス局職員の能力レベルと研修ニーズを調査する。 

１）-３. 研修プログラムを策定する。 

１）-４. 森林技術、コミュニケーションやファシリテーション能力向上に係る研修を森林サー

ビス局職員に対して実施する。 

１）-５. 森林サービス局職員に対して実施した研修のモニタリングと評価を実施する。 

 

２）-１. プロジェクト関係者と計画策定チームの間で、プロジェクトの計画策定プロセスにつ

いて合意する。 

２）-２. 森林保全区の過去から現在までの変遷の状況を把握する。 

２）-３. 森林保全区管理計画ためのゾーニング案と管理規定案が策定される。 

２）-４.  活動地域のゾーニングを含む森林保全区管理計画ためのゾーニング案と管理規定案

を伝統的酋長と州議会へ説明する。 

２) –５.上記を踏まえ、戦略計画案が策定される。 

 

３）-１. 森林保全区周辺のターゲットコミュニティーを選定する。 

３）-２. コミュニティーファシリテーターを雇用する。 

３）-３. 選定された周辺コミュニティーへプロジェクトについて説明する。 

３）-４. 選定された周辺コミュニティーの社会経済状況を調査する。 

３）-５. 森林保全区管理のためのパートナーを選定する。 

３）-６.  全ての選定されたコミュニティーへ森林保全区管理に関する現在の法令、政策に係

る情報を提供する。 

 

４）-１. 選定された周辺コミュニティーへ戦略計画案について説明する。  

４）-２. 伝統的酋長から戦略計画案に係る合意を取り付ける。 

４）-３. 選定された周辺コミュニティーのワーキングエリアを決定する。 

４）-４. 事業実施計画を策定する。 

４）-５. 持続性と妥当性の観点から策定された事業実施計画を評価する。 

４）-６. 森林保全区管理計画の最終案の策定のため森林保全区レベルで会議を開催する。 

４）-７.  選定された各コミュニティーのワーキングエリアでの管理活動について関係者で合

意文書を取り交わす。 

４）-８. 地域レベルで森林保全区管理計画を承認する。 

４）-９. 森林保全区管理計画の策定プロセスからの教訓を森林サービス局を含めて共有する。 

４）-10.  森林保全区管理計画の策定プロセスからの教訓を広く共有する。（州議会、RCC、国

会、NGO、他ドナーなど） 

 

５）-１. 森林サービス局職員に管理任務に必要な技能研修を行なう。 

５）-２. 地域住民に対して管理活動に必要な必要な技能研修を行なう。 

５）-３. MoU に基づき地域住民と共に管理活動を実施する。 

５）-４. 持続性と妥当性の観点から管理活動をモニタリングと評価する。 
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５）-５.  モニタリングと評価を通じて抽出された教訓を踏まえ、森林保全区管理計画と管理

活動を見直す。 

５）-６. 森林保全区管理計画の実施プロセスからの教訓を森林サービス局を含めて共有する。 

５）-７.  森林保全区管理計画の実施プロセスからの教訓を広く共有する。（州議会、RCC、国

会、NGO、他ドナーなど） 

 

６）-１. プロジェクトの経験に基づいて参加型アプローチに係る政策提言書を作成する。 

６）-２. 関係者間で提言の共有のためのワークショップを開催する。 

６）-３. 移行帯地域のための簡略化された MoP 案を策定する。 

６）-４. 簡略化された Mop を含む提言を林業委員会へ提出する。 

６）-５. 提言を評価するための公式文書を林業委員会から収集する。 
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第２章 評価の方法 

本調査は、評価の手法としてプロジェクト・サイクル・マネジメント（Project Cycle Management: 

以下「PCM」）の評価手法を採用した。PCM 手法を用いた評価は、１）プロジェクト・デザイ

ン・マトリックス（Project Design Matrix、以下「PDM」）に基づいた実績（投入、アウトプット、

プロ目）と実施プロセス（活動の実施状況、モニタリング・意思決定プロセス）、２）「妥当性」

「有効性」「効率性」「インパクト」「自立発展性」の5つの評価の観点に基づいた収集データの

分析、３）分析結果からの教訓、提言のまとめの３点で構成されている。 

 

2.1 評価設問と必要なデータ・評価指標 

PDM、プログレスレポート、JCC会議議事録、その他プロジェクト関連文書のレビューを行い、

中間評価の評価項目を設定し、評価グリッドの準備を行った。評価指標については、現行PDM に

掲げられている指標を用いた。活動の達成状況をより正確に把握するために、ＰＤＭ上の指標に

加え、評価設問を新たに作成し、それに沿って補足的にデータ収集を行うことでプロジェクトの

現状把握に努めた。（別添 Annex２の評価グリッド（１）～（３）を参照のこと。） 

 

2.2 データ収集方法 

データの収集は、評価グリッドに基づき、既存資料からの入手に加え、以下の方法により、補

足、追加情報の収集を行った。また、現地調査期間中にはFSD郡事務所や対象サイトを視察し、

施設や資機材の活用状況の確認も実施した。 

 

・主な調査方法：文献レビュー、質問表調査（セミ・ストラクチャー）、聞き取り調査（個別、

グループ、トライアングルインタビュー）、グループディスカッション、観察 

・調査対象者：FSD（国、郡、ディストリクト）、プロジェクトチーム（日本人専門家、プロジ

ェクトマネージャー（PA）、アシスタントPA、ガーナ人スタッフ）、プロジェ

クト対象地区住民、JICAガーナ事務所 

 

2.3 データ分析方法 

日本側で作成した評価グリッドを中心に評価方法についてガーナ側と協議を行い、PDM に掲げ

た指標、活動計画（PO）及び年間計画（APO）の進捗計画に比較し、進捗度合いを確認した。評

価５項目に関する分析については、JICA 評価ガイドラインに述べられている５項目評価の視点か

ら判断するとともに、プロジェクト専門家及びC/P、先方評価団と協議を行い、評価結果の分析を

行った。
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第３章 プロジェクトの実績 

 

3.1 投入実績 

前述のとおり、前回の中間評価時から、プロジェクト運営方式が直営から業務実施契約に変更と

なり、現在の投入実績は以下のとおりである。 

 

日本側投入 

(１) 長期専門家 

専門家として 6 名が派遣されている。専門分野、氏名、派遣期間は下表のとおり。ほぼ計画通

りの投入で推移している。 

 

  名 前 分 野 派遣期間 

1 寺川 幸士 総括 / 森林行政 1 April, 2006 - 31 March, 2009 

2 宮崎 宣光 参加型森林管理 1 April, 2006 - 31 March, 2009 

3 島津 英世 参加型手法 1 April, 2006 - 31 March, 2009 

4 北尾 理恵 社会 / ジェンダー 1 April, 2006 - 31 March, 2009 

5 西垣 智子 参加型手法（B） 1 April, 2006 - 31 March, 2009 

6 畑 明彦 農業 / 生計向上 1 April, 2006 - 31 March, 2009 

 

 

（２）機材供与 

日本側からはこれまでに、車輌、オートバイ、ジェネレーター、パソコンなどの供与が実施さ

れた（詳細機材リストは、別添 Annex３ を参照のこと）。2004 年から 2007 年までの総額は、約

4,000 万円である。業務実施型に変更後は、約 400 万円となっている。 

 

 

ガーナ側投入 

（１）カウンターパートの配置実績 

2005年12月時点までのガーナ側のカウンターパートの配置人数は21人である。カウンターパート

の配置リストは、別添Annex４ を参照のこと。 

 

（２）敷地、建物、設備 

スンヤニにある、FSD ブロン・アハフォ州事務所に、プロジェクト事務所が提供されており、

また、FSD 本局(アクラ)の一室も事務室として提供されている。 
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3.2 プロジェクトの達成状況 

（１）プロジェクト目標の達成状況 

【プロジェクト目標】：スンヤニ森林郡で、移行帯地域の森林保全区を持続的に管理するための参

加型アプローチが構築され、パイロット活動を通じて改善される。 

 

プロジェクト目標の達成状況を評価するには時期尚早であるが、評価時点（2007 年 10 月）の達

成状況は以下のとおりである。 

 

●森林保全管理計画の策定支援 

既存の MoP では、森林保全管理計画策定のためのプラニングチームが定めらているが、実態と

して機能しておらず作業が滞っていた。このため、プロジェクトでは独自で Working Group(WG)

を設立して対処している。これにより、管理計画策定における FSD スタッフの責任の所在、役割

が明確となるといった効果が見られている。管理計画策定は、現在 Working Group1（WG1）にお

いて作業が進められており、WG1 のリーダー（FSD スンヤニ郡局長）のイニシアチブの下、2007

年 12 月中にはテインⅠにおける管理計画が完成の見込みである。 

 

●森林保全管理活動の実施支援 

当プロジェクトは、住民参加型による森林保全管理活動として、住民の直接的森林管理を目指

す GB 活動と間接的管理の IGA を二本柱に活動を展開している。この二つの活動のうち、IGA につ

いては、今年度、住民のニーズ調査やワークショップを開催し、住民の IGA におけるコンセプト

の理解を図ってきた。本格的な活動は、来年度にスタートする予定である。一方、GB 活動につい

ては、プロジェクトをとおして、CBO（有志 30 名による GB 活動グループ）がコミュニティ内に構

成されている。各コミュニティでは、GB グループが、活動における義務と権利を謳った内規を作

るなど、地域住民のオーナーシップが見られるようになっている。今後は、住民の森林保全区内

での GB 活動への参加を制度的にバックアップしていくため、MoU を住民―FSD 間で署名出来るよ

う、プロジェクトで支援していく。 

この GB グループとプロジェクト間の橋渡し的役割として、プロジェクトではコミュニティ・フ

ァシリテーター（CF）を庸上し、各種研修を通して参加型アプローチのための能力強化を図って

いる。結果、CF は FSD-住民間の信頼関係の醸成にも大きく寄与している。 

 

(2)アウトプットの達成状況及び課題 

PDM に示されたアウトプットごとの達成状況は以下のとおりである。 

 

【アウトプット 1】：森林サービス局職員が参加型の森林保全区管理計画の策定に必要な技術と知

識を身につける。 

 

計画策定に必要と思われる分野（ファシリテーション、マッピング、GIS、マネジメント等）に

おいて、各種研修が予定どおり実施されている。研修の効果については、プロジェクトでは、日
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常業務や週例会議をとおして、研修後の研修参加者の動向を観察することで計っている。研修参

加者の研修に対する満足度は高く、フォローアップ研修を希望する声も多い。FSD スンヤニ郡事

務局長をはじめ FSD 幹部も、研修参加者の研修後の業務態度の変化など、研修の効果を認めてい

る。 

一方で、では具体的に研修内容が業務にフィードバックされているか、出来ているとすれば、

その波及効果はどの程度か、もし出来ていないとすれば、原因は何か等の分析がなされておらず、

研修の効果、効率、インパクト、妥当性などが充分に計られていない。研修後の業務へのフィー

ドバックの弱さについては、本人の努力、モチベーションの問題のほか、参加者からは、フィー

ドバックしたくてもする機会（場所）がないという声も挙がっており、研修の成果をいかに効果

に繋げていくかは、今後の課題としてモニタリングシステムの強化を行い、プロジェクトでいか

に研修のフォローアップしていくかを考えていく必要がある。 

 

 

【アウトプット 2】：実施要綱（Manual of Procedure：以下「MoP」という。）が必要性と持続性

の観点から見直されるとともに、戦略計画案が作成される 

 

戦略計画案については、テイン・ワン保全区においてドラフトが作成中であり、現在住民から

のフィードバックを取り入れて改訂作業中である。このフィードバックを受けて、戦略計画案の

最終版が今年度内に完成する予定である。ヌゼメレ保全区については、予定どおり 1 月に着手さ

れる予定で、テイン I 同様に今年度内に完成される見込みである。一方、戦略計画策定に必要な

データを含む、インベントリー・レポートの提出が大幅に遅れており、戦略計画案の作成に支障

をきたしている。緊急の課題として、提出元である RMSC には、早期の提出を促す必要がある。 

MoP 改定案は、ファーストドラフトが作成済みであるが、現在、引き続き見直し作業を行って

いる。 

 

 

【アウトプット 3】：周辺コミュニティの能力向上を通し、参加型の森林管理に必要な関係が森林

サービス局と住民の間で形成される 

 

 FSD と住民間で、プロジェクトにかかる情報共有、意見交換を目的に、ミーティングが度々開

催されている。関係者間におけるプロジェクトのコンセプトの共有については、度重なるミーテ

ィングにより、住民レベルまで浸透してきていることが調査によって確認された。 

森林管理活動への住民の参加については、FSD－地域住民間で口上にて連携や協働体制の重要性

について確認、理解がされている。現在、これを文書化し、FSD と取り交わすことで、住民の参

加を権利として、制度的に保障出来るよう準備を進めている。 

CF については、現在 6人がプロジェクトで傭上されており、各種研修を受けている。CF は、プ

ロジェクトの活動において中心的な役割を果たしており、WGにおいても、森林管理計画策定、IGA、

GB 活動と、全てのグループに所属し、FSD（プロジェクト）-コミュニティ間の良好な関係構築に

寄与している。さらに、プロジェクト説明などの際、CF が間に入ることにより、住民が森林管理
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活動及び、それに係る研修を壁無く受けいれるようになるなど、住民の能力強化にも貢献してい

る。 

 

 

【アウトプット 4】：森林保全区管理計画がコミュニティで策定される 

 

森林保全管理計画については、2007 年 10 月時点でまだ完成出来ておらず、現在 2nd ドラフト

の作業中である。ヌゼメレについても、これから着手の予定である。この管理計画策定作業の阻

害要因と解決策については、評価調査中、関係者間で協議がなされ、JCC ミーティングでも共有

された（詳細については、後述 3－3－3）のとおり）。 

 

 

【アウトプット 5】：森林保全区管理計画が住民参加の下で実施される 

既述のとおり、管理計画が策定にいたっていないため。実施状況無し。 

 

 

【アウトプット 6】：プロジェクトで改善された参加型アプローチが政府に提案される。 

プロジェクト終了時に作成されるため、現時点では実施状況無し。 

 

 

3-3 実施プロセス及び達成状況における特記事項 

１）プロジェクトの運営実施体制 

① 関係機関の能力向上／意識向上の進捗状況  

FSD 職員などプロジェクト関係者を対象とした研修（①森林保全区管理計画策定に向

けた森林技術研修（GIS、測量等の技術）、②森林保全政策・制度研修、③コミュニケー

ション・普及技術に係る研修）は、概ね計画通りに実施されていた。本研修を通じて、研

修に参加したプロジェクト関係者の技術的な能力向上だけでなく、住民参加型の持続的な

森林保全区管理への意欲、理解度といった意識の向上も見られ、非常に良い成果が出てき

ていることが調査の結果、確認された。 

今後は、研修を受けたプロジェクト関係者が、研修で学んだ成果を事業実施レベルで活

用／展開／普及出来るよう、プロジェクトで支援／フォローを行うことが課題である。 

 

② 関係機関の連携体制の構築／責任の明確化の進捗状況  

上記のとおり、プロジェクト関係者の意識向上は見られたものの、現時点では必ずしも

関係機関の連携体制が構築され、各活動、アウトプットにおける責任が明確していない。

これが原因となって、一部業務において進捗が遅れていたことが確認された。特にプロジ

ェクト開始当初は FSD の下部組織であった資源管理支援センター（RMSC）が部署編成

で FSD と同列の局に改編されるなど、プロジェクト実施中に先方実施体制の変更が行わ

れており、プロジェクト内で混乱を招く原因となっていたと考えられる。  
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この状況の打開に向け、本調査実施中に開催された JCC では、MOFA、RMSC など多

岐に渡る機関の役割の再整理（カウンターパートかまた協力機関か等）を行った。さらに、

会議では、案件終了後の出口戦略を踏まえ、プロジェクト終了までに活動の継続に向けた

実施体制を構築し、その体制の下、関係機関の連携強化を図ることが重要であるというこ

とが合意された。今後は、日本人専門家を含む関係者間でその役割、責任、連携体制が明

確化されることとなった。  

 

２）投入実績  

① 日本人専門家の投入時期 

今年度、雨季の時期が例年と若干ずれたことなどにより、カウンターパートが日本人専

門家に助言を仰ぎたい時に、専門家がガーナを離れており、連絡がうまく取れなかった、

といった指摘があった。これに関連し、カウンターパート側からは、「日本人専門家に関

しては、常に現場（オフィス）に誰かがいるようにして欲しい」旨の要望があった。 こ

のことから、自然を相手にしているため、雨季、乾季の時期を予測するのは難しい現状は

あるにしても、今後の日本人専門家の投入時期／投入量に関しては、プロジェクト活動を

踏まえ、適切な時期に適切な人員を派遣出来るようにさらに検討していく必要が確認され

た。  

 

② 投入機材 

本案件の投入機材（20 千円以上の機材）は、2007 年 10 月現在で総額約 40,000 千円

である（別添資料参照）。本案件の投入機材については、カウンターパート機関である FSD

以外の関係組織へも投入されている実績があることから、今後全ての投入機材について、

現状を把握／確認し、将来的な利用／活用方法について確認を行うこととした。  

また FSD に投入した発電機が、現在故障中であり、カウンターパート資金から修理経

費の支出が可能か検討を行っている段階であり、引き続きのフォローが必要である。  

 

③ ガーナ国側の予算措置 

調査時の１０月の時点で、１年の４分の３が過ぎたにも拘わらず、ガーナ政府側の予算

措置は要求額の３６％に留まっている。結果、活動の一部停滞に繋がっていたことが今回

の調査にて確認された。 

この要因として、FSD からは２点について説明がされた。１点目は、今年度の予算執

行が MoLFM 全体的に遅れていた。２点目は、ガーナ政府への予算申請の際は、同時に DP

予算についても提示する必要があるが、今までは日本側の予算が適時に公開されないため、

政府への予算申請が遅れてしまい、結果、予算措置も遅れ気味であったとのことである。 

このことから、予算については、日本・ガーナ双方で協議をし、各種事業に係る日本側と

ガーナ国側のそれぞれの負担（予定）額を明らかにしていくことで合意に至った。 

また、案件終了後の出口戦略に係る予算措置に関しては、カウンターパート側から、自

立／発展に向け、「案件終了後にはガーナ国側だけで案件活動を実施／展開していくため

に、予算措置及び実施体制の検討が必要である」との発言もあり、意識の高さが伺えた。
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一方で、プロジェクトにおいても、今後のプロジェクト活動への投入については、ガーナ

側の予算規模、人員体制を充分考慮して行う必要がある。 

 

 

３）対象方針会議調査事項の結果について 

対処方針会議では、今回の調査の中で、プロジェクトの進捗状況の確認と５項目評価に加え、

評価事前調査にて特定された阻害要因の分析、及び、PDM 変更の必要性について検討すること

が協議された。以下に、今回の調査で確認された結果について述べる。 

 

①森林保全管理計画の進捗状況について 

アウトプット２、４＆５（森林保全区管理計画策定及び実施）の達成状況に遅れが見られて

おり、主に以下の理由が挙げられた。 

１．カウンターパートファンドの予算執行の遅れ 

２．ＲＭＳＣから提出予定である、戦略計画の策定のためのベースラインデータとなるレポ

ートの提出の遅れ 

３．管理計画策定は、スンヤニ郡植林事務所とスンヤニ郡 FSD 事務所（どちらも FSD の管轄

下）の協働の下で実施される必要があるが、植林事務所はプロジェクトに係る職務を追

加業務として捉えている傾向があり、コミットメントが低い。 

 

これに対し、対応策として以下のことが関係者間で協議された。 

 ⇒１．今後は、カウンターパートに次年度の予算要求を適時に行ってもらうためにも、７～

８月には日本側の予算案を活動毎に提示することとし、その時点で カウンターパー

トファンドの適正な予算確保を目指す 

⇒２．この問題については、昨年度からの協議事項であり、評価調査中及び今回の JCC ミー

ティングにおいて、再度、問題意識を関係者間で新たにするとともに、RMSCの責任が

問われた。レポートについては、12月中に提出することが約束され、適正に提出がな

されるようフォローしていく必要がある。 

⇒３．FSD 本部（アクラ）、スンヤニ事務所における関係者を集め、プロジェクト活動への植

林事務所スタッフの意識調査などを聞き取りした結果、通常業務の範囲外の業務では

あるが、スタッフはプロジェクト活動の重要性は理解しているようであった。今回の

協議においては、植林事務所の中での管理計画策定作業に対する責任の所在を改めて

明確にした。結果、管理計画は、Regional Manager の統括のもと、District Manager が

リーダーとなって、植林事務所の協働の下、WG１が中心となって策定されることで合

意が得られた。この協議結果については、JCC ミーティングにて、出席者間でも共有

された。 

 

②プロジェクトのコンセプト共有について 

評価事前調査では、プロジェクトでは、関係者間（住民、プロジェクトチーム、FSD）のプロ

ジェクトに対する理解、コンセプトの共有がなかなか思うように進まず、各活動の円滑な実施に
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影響を及ぼしているとされていた。この点に関し、評価調査では以下のことが確認された。 

 

⇒ 本プロジェクトでは、関係省庁－FSDアクラ本部－JICAガーナ事務所－プロジェクトチーム

間の情報共有のために、半年に一度、JCCミーティングを定期的に開催している。ここでは、プ

ロジェクトの進捗状況だけでなく、問題点の解決策についても協議されている。また、スンヤニ

では、現場レベルでのFSD関係者全員（Regional, Districtレベル）、日本人専門家、プロジェクト

スタッフで、週例会議を開催し、活動の進捗状況の報告と確認を行っている。専門家が新たに活

動を導入する際は、内容についても全員で協議を行い、情報共有を図っている。 

プロジェクトの立ち上げ時から、関係者間におけるコンセプトの共有には時間がかかったが、

上記二つの内部会議に加え、度重なるワークショップ、情報共有会議などで現地の住民を巻き込

み情報発信に努めてきた結果、プロジェクトのコンセプトは関係者間に浸透してきていることが

今回の調査では認められた。一方で、コンセプトの共有は、当プロジェクトの進捗の阻害要因と

なっていたことは事実であり、今後も継続して、関係者間でのコミュニケーションの促進を図っ

ていく必要がある。特に、PAFORM のように「参加型」を目標にするプロジェクトでは、関係者

が多岐にわたる傾向があるため、関係者間の意見の調整、情報の共有には留意が必要である。 

 

③関係者間の連携について 

歴史的に続いてきた敵対関係が影響をし、コミュニティの住民は、FSD 職員と FSD の活動に

不信感を抱く傾向にあり、参加型森林管理の実施促進に向けて、両者の歩み寄りは重要課題とな

っていた。この点に関しては、以下のことが確認された。 

 

⇒ 今回の調査の中で、この点について住民と FSD 両者への意識調査を行った結果、プロジェク

ト開始後、各種研修やワークショップなどを通して、FSD 職員はコミュニティへの現状理解を深

めている。また、今年度より本格的に稼動し始めた GB、IGA は、FSD と住民の協働の下で進め

られており、両者間の友好関係に良い影響を及ぼしていることが認められた。住民への聞き取り

調査においては、住民はプロジェクトの意思決定段階に参加しているという意識を持っており、

さらに森林を自分達で守っていくという姿勢、オーナーシップが見受けられ、プロジェクトの目

標である参加型アプローチの構築、改善に向けて、効果が見られている。この関係改善には、CF

の存在も大きいと言える。CF は、プロジェクトのコンセプトをコミュニティに浸透させるだけで

なく、FSD と住民間の壁を無くし、双方の言葉を伝え合いといった重要な役割を担っている。そ

の意味でも、CF の育成及びプロジェクト終了後の継続雇用については、FSD と協議を続けてい

く必要がある。 

 

④PDM の修正について 

本案件において、インプットの大きい活動には、GIS を用いた森林保全区の戦略計画（SP）案

の策定、GB 活動、IGA 等がある。しかしながら、これらの活動は現行の PDM の活動に反映されて

いないため、上記活動の成果を表しやすくし、且つ活動目標を設定しやすくするため、現 PDM に

おけるアウトプット／活動レベルの再整理を行うことで、関係者間で合意された。また、評価指

標については、「XX％」など非常にあいまいな点が散見される。指標は、プロジェクトをモニタリ
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ング、評価する際の基準であることから、プロジェクトのアウトプット及び目標の達成が読み取

れるものへ見直しを行っていく必要がある。従って、調査後は、PDM のアウトプット／活動、及

び指標の修正について、引き続き関係者間で協議していく必要性が確認された。 

 

 

3-4 結 論 

以上のとおり、アウトプット１、３が概ね順調に進んでいる一方で、アウトプット２、４(、５）

の遅れが確認された。今回の調査では、その阻害要因が特定され、調査中に行われた各種会議を

とおして関係者間で共有された。その後、引き続き具体的な対応策が協議され、その結果、遅れ

は十分に挽回可能な範囲であり、プロジェクト終了時までに、プロジェクトの全アウトプット及

び目標は達成出来る見込みである。 

 

 

第 4 章 評価結果 

 

4-1 5 項目ごとの評価 

評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）に係る評価と結論を以下に

示す。 

 

＜妥当性＞ 

・ガーナ国家戦略･政策および我が国の国別援助計画に対する整合性： 

森林保全はガーナの国家戦略である Growth & Poverty Reduction Strategy (GPRSII2006～2009）に

組み込まれており、且つ我が国の対ガーナ国別援助計画(2006～2008)の「地方農村部の活性化」に

も資する。また、1994 年に策定された「森林･野生動物政策」や 1999 年の自然資源管理計画（NRMP）、

2001 年の国家植林開発計画（NFPDP）は、一貫して森林管理への住民の参加を重視している。こ

のように、プロジェクトの政策面に対しての妥当性は高いと言える。 

また、ガーナにおいては、政策レベルでは参加型森林管理が謳われている一方で、具体的な実

施に至るまでのプロセス作りが課題となっている。この点に関し、プロジェクトは、カウンター

パートの FSD とコミュニティ住民の能力強化を通して、現場レベルで、いかに参加型森林管理を

実践していくかを支援している。他ドナーによる類似案件が資金協力を主としており、コミュニ

ティまで技術支援が届きにくくなっている中で、日本の技術協力型支援はユニークかつグッドプ

ラクティスとして、ガーナ政府にも認識されている。 

 

・受益者のニーズとの妥当性： 

 受益者（コミュニティ住民）のほとんどは、次の二つの理由により、森林保全に意識が行き届

いていない現実があることが、評価事前調査にて明らかになった。 

１．経済的に生活が困難であるため、住民にとって保全区は、農作や林産物など生計維持のた

めの場であり、保全する場として認識し難い。 
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２．保全区を管理している FSD とは、敵対関係が長く続いた歴史があり、保全区へ出入りする

ことすら禁止されていたので、森林保全のための行為には到底いたらなかった。 

 

この２つの大きな問題に対し、プロジェクトは以下の点で貢献している。 

・ GB 活動と IGA をとおして、住民の生計向上を支援している。（両活動の森林管理との関

連は、後述の「３）プロジェクト戦略」を参照のこと。） 

・ 従来 FSD により行われていたトップダウン式の森林管理について、住民に参加の機会を

与えた。 

・ FSD の能力強化をとおして、森林管理への住民参加の重要性と意義について情報発信をし、

FSD の意識改善に努めている。 

  

以上により、プロジェクトは、受益者のニーズについて妥当性が高いと言える。 

 

 

・プロジェクト戦略： 

住民の生計向上を支援しながら、森林管理に繋げていくというコンセプトのもと、本プロジェ

クトでは GB と IGA を導入している。GB 活動は、収入向上とともに、GB に頻繁に住民が出入りす

ることで、直接的に、保全区への違法侵入、違法伐採、野火防止に貢献していくというコンセプ

トになっている。一方、IGAは、FSDがコミュニティに出向いて活動をすることで住民との信頼関

係が構築され、「森林管理」を保全区のみならず近接コミュニティも含めて健全な営みがなされる

よう支援するといったコンセプトのもと始まっており、GBがメンバー30名を対象にしている一方

で、IGAはコミュニティ全体を対象としている。 

また、森林管理計画の策定については、当初、MoP にある管理計画グループが中心となって活

動する予定であったがうまく機能しなかったため、プロジェクトにおいて Working Group(WG)１

～４を新たに立ち上げ、各活動に対する責任の所在を明確にした。 

このような一連の活動、戦略については、当初はプロジェクト活動の中では明確に謳っていな

かった部分であった。プロジェクトが進む中でプロジェクト目標の達成のため、尚且つ現場のニ

ーズを反映させた形で導入されたものである。これらの活動がプロジェクト目標達成のために寄

与していると評価するには時期尚早であるが、各 WG は、WG4（モニタリング・評価）を除いては

機能しており、GBと IGAについても、先述したとおり関係者の関係構築（改善）、森林（保全区）

に対する意識変化を生み出すなど、プロジェクト目標の達成に向けて戦略としては効果が見られ

ており、妥当性は高い。 

 

 

＜有効性＞  

現在は森林保全区管理計画策定／実施に向け、コミュニティーを含めた関係者の参加／能力開

発、森林保全区管理計画案の策定を行うなど、プロジェクト目標達成に向けて活動を適切に実施

している段階であることから、現時点でプロジェクト目標の達成度について評価することは時期

尚早である。  
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＜効率性＞  

・アウトプットの達成度：アウトプット 1～3 までの事業は、概ねスケジュール通りに実施されて

おり、徐々に成果が出始めてきている。ただしアウトプット 4、及び 5 に関しては、作業進捗が

遅れており、今後の計画の見直しが必要である。  

 

・日本側の投入：専門家の派遣分野・人数・派遣期間ともに概ね妥当であった。しかし派遣時期

に関しては、①現地の季節（雨季／乾季）が関係する活動があること、②先方関係者から、日本

人専門家の不在期間を作らないようにして欲しい旨の要望も考慮し、今後十分配慮して派遣計画

を策定していく必要がある。  

 

・ガーナ側の投入：ガーナ側の投入に関しては、カウンターパートの配置は適切に行われたもの

の、予算措置が十分になされず、活動の一部停滞に繋がっていたことが確認された。今後ガーナ

側の予算年度、予算申請時期などを踏まえ、次年度に適切な予算措置がなされるようプロジェク

トで対応／フォローしていく必要が確認された。  

 

 

＜インパクト＞ 

現段階で上位目標の達成予測を行うことは時期尚早であるものの、活動レベルでは以下のインパ

クトが確認された。  

 

・組織の構築・整備：森林保全区管理計画策定／実施に向けて WG  が組織され、更に同計画の

実施に向けて C/F が傭上され、現在プロジェクト運営に重要な役割を果たしている。このことか

ら、将来的には上記 WG 及び C/F が中心となり、同活動を普及・展開していくことが可能である

と考えられる。  

 

・技術的能力の向上：現在までに①森林保全区管理計画策定に向けた森林技術研修（GIS、測量

等の技術）、②森林保全政策・制度研修、③コミュニケーション・普及技術に係る研修が適切に実

施されており、FSD 職員などプロジェクト関係者の技術的、かつ意識的な能力強化が図られてい

る。このことから、将来的に能力強化された関係者が、本案件の活動を展開・普及していくこと

が可能だと考えられる。  

 

・他機関との連携：GB への植栽、コミュニティーでの IGA 活動など一部の活動については、必

要に応じて食糧農業省（MOFA）の協力を仰いでおり、関係機関の連携強化、知見の共有が図ら

れている。  

 

・コミュニティーへの社会経済的影響：コミュニティーにおける、住民の意識変化－森林に対す

るオーナーシップ、FSD に対する敵対心の軽減、森林保全に対する重要性など－が見られている。
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また、GB、IGA 活動を通じ、部族を超えた新たな人間関係が構築され、以前見られた部族間の争

いなどが減少している。 

 

 

＜自立発展性＞ 

・政策面：FSD の事業はガーナ国における GPRSⅡに記載されている住民参加型の森林管理の促

進という国家政策に基づいて実施されている。さらに、森林管理計画の策定は、FSD の重点課題

となっているため、本案件の成果は教訓も含め、持続的に、活用及び支援される見込みが高いと

言える。 

 

・技術的キャパシティ：プロジェクト内で実施される研修やワークショップの中で、参加型森林

管理に必要なスキルが FSD 関係者、住民間に浸透してきている。但し、関係者の能力強化は、プ

ロジェクト目標達成と持続性の確保のためには重要な課題であることから、さらなる支援が必要

である。 

 

・関係機関との連携：また、本案件での GB への植栽、コミュニティーでの IGA 活動は持続的な

森林保全区管理に寄与する重要な事業と位置づけられている。この両活動には MoFA のスタッフ

がコミュニティ住民の研修指導に当たることが期待されており、今後 MoFA と FSD との連携を

体系付けることが、事業の持続性に寄与すると思われる。 

 

・予算面：現時点までの FSD のプロジェクトに対する予算配分状況を見ると、財政的に持続性が

高いとは言い難い。プロジェクトに関する活動費のうち、特にも、CF に係る人件費、IGA 及び

GB 活動に係る経費の確保は必須である。IGA、GB に係る経費については、事業が軌道に乗り始

めれば、活動自体は住民が自給自足で継続出来るようデザインされていることから、FSD が管理

費を確保出来ればプロジェクトの持続性は十分に期待出来ると考えられる。 

 

・実施体制：プロジェクトの体制づくりについては、WG の組織化、CF の育成、FSD 職員の能

力強化などをとおして、徐々に整備されてきており、プロジェクト終了後も、この体制が継続さ

れれば、持続性は高いと言える。特に、CF の継続雇用はプロジェクトにとって重要であり、FSD

側に理解をしてもらえるよう引き続き働きかけていく必要がある。以上の状況を踏まえ、プロジ

ェクト終了後のプロジェクト活動の継続・展開・波及のための体制づくりに向け、残りの期間で

は、他機関（政府機関、郡・市役所、NGOs、他ドナー）の動向に注視し、協働の可能性を探っ

ていく必要がある。 

 

 

4-2 結論 

●本プロジェクトは、ガーナ国政府の政策、裨益者のニーズに合致している。また、プロジェク

トの活動レベルにおける戦略についても、プロジェクト目標達成に貢献をしており、プロジェ

クトの妥当性は高いと言える。 
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●投入内容については、研修、人員配置、各活動などはタイミングよくかつ効率的に実施されて

いる。一方、日本側においては専門家の投入時期、ガーナ側においては健全な予算措置が課題

である。 

●プロジェクト目標の達成を図るには時期尚早であるが、稗益者である FSD・コミュニティに対

し、プロジェクトは、体制面、技術面、環境面及び社会経済面において正のインパクトをもた

らしている。 

●プロジェクトの持続性についてだが、政策、技術的能力、関係者との連携の意味では、確保さ

れる見込みが高い。一方、持続性を確実なものにするためには、残りのプロジェクト期間で、

体制構築、予算の確保、関係者のさらなる能力強化に取り組む必要がある。 

 

 

第5章 提言 

5-１ 提言 

（１）森林保全管理計画の策定と実施に向けて 

上記管理計画策定作業の遅れに対し、以下の点に関し、緊急の対応が必要である。 

・RMSC へ、早急にインベントリー・レポートを提出するよう促す。 

・関係機関（MoFA、RMSC、FC Plantation and Operational Division）のプロジェクト内におけ

る責任、及び協力体制の明確化と、その意識化の徹底に努める。 

・カウンターパートファンドの予算確保のため、ガーナ側に適時の予算要求を促す。 

 

（２） MoU の文書化 

現在は、FSD と住民間の口上での約束で活動を展開しているが、正式な覚書をかわし、活動を

制度的にバックアップしていくことで、住民の森林管理活動への参加を保障する必要がある。こ

れによって、活動の持続性の面でも効果が期待される。 

 

（３）コミュニティにおける CBOｓの役割の明確化 

プロジェクトでは、森林資源管理活動を効率的に実施出来るよう、対象コミュニティ内に存在

する CBOｓ（既存のもの含）の各々の役割を整理及び明確にし、調整していく必要がある。 

 

（４）カウンターパート予算の確保について 

ガーナ政府の適正な予算措置を目指す上でも、適正な時期に予算要求がなされるよう、日本側

の予算案についてもカウンターパートへ開示していくこととし、申請に至るまで、フォローアッ

プしていく必要がある。 

 

（５）研修の実施とフォローアップ 

各種研修は今までも実施されてきており、効果を見せ始めているが、ファシリテーション、プ

ロジェクト・プランニング及び財政管理 については、継続して実施していく必要がある。また、

プロジェクトでは、研修後のフォローアップとして、研修成果に係るモニタリングや研修成果を
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フィードバックする機会を設けるなどの対応を検討していく必要がある。 

 

（６）プロジェクト実施活動計画（PO）の見直しについて 

森林管理計画策定（アウトプット４及び５）の進捗の遅れに対し、プロジェクト PO を見直し新

たなタイムスケジュールを設定する必要性が確認された。計画を見直す際は、各活動における FSD

側の責任者も明記し、進捗管理をより確実に行っていく。 

また、住民における聞き取り調査、関係者の意識調査などから、女性におけるプロジェクト活

動を制度的に保障するため、ジェンダー戦略の策定についても課題として残された。 

 

（７）プロジェクト終了後の持続可能性の確保 

FSD の Operational 及び Plantaional Division において、プロジェクト活動がメインストリ

ーム化されるよう、推進していく。さらに、プロジェクト終了後の予算面、体制面での持続的資

源確保に向けてフォローアップをしていく必要がある。 

 

（８）PDM の修正について 

本案件の主要な活動は①GIS を用いた森林保全区の戦略計画（SP）案の策定、②森林保全区の

管理活動計画（OP）案の策定、実施（GB 活動と対象コミュニティでの IGA に係る研修の実施）で

ある。しかしながら、これらの活動は現行の PDM の活動に反映されていないため、現 PDM におけ

るアウトプット／活動レベルの再整理を行い、現実に沿った形に修正をする。 

また、現在の PDM については、評価指標について非常にあいまいな点が散見される。そのため

PDM 改訂案について改善の必要がある。 

 

 

5-2 教訓 

（１） ステークホルダーの明確化 

プロジェクト目標が「参加型」である場合、多彩な関係者の介入が予想されるため、関係者間

の関係が複雑になる傾向がある。各関係者に、プロジェクトへ携わる責任と意欲を持たせるには、

各活動の実施段階における従事者を明確にしておくべきである。 

 

（２）関係者間のコミュニケーション 

関係者間（JICA（本部、在外事務所）、カウンターパート（国、現地）、日本人専門家、その他

プロジェクト関係者）の十分なコミュニケーション、意思の疎通、プロジェクト活動のコンセプ

トの共有などは、効率良いプロジェクト実施と、効果の高いプロジェクト形成のために肝要であ

る。 

 

（３） 多機関との連携 

受益国においては、人的・資金的リソースの面で、脆弱な場合が多いため、プロジェクト実施

前のみならず実施中に多機関との連携の可能性を探り、プロジェクトが関係構築の架け橋となる

ことは、事業の効果、持続性の意味で重要である。 
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（４） モニタリングシステムの構築及び強化 

事業の進捗状況の確認と、貢献及び阻害要件を早い段階で見極めることは、問題の早期対応に

繋がる。そのためにも、プロジェクト内でモニタリングシステムを構築することは、プロジェク

トの妥当性、効果、効率、インパクト、持続性の全てを高める上で重要だと考えられる。 
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